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こども・子育て支援に関するニーズ調査等結果について

◆調査方法と回収状況

大阪市では、「次世代育成支援対策推進法」に基づく計画と「子ども・子育て支援法」に基づく計画を一体のものとして、
「大阪市こども・子育て支援計画（平成27年度～平成31年）」を策定、引き続き第２期計画（令和２年度～令和６年度）を策
定し、次代の大阪を担うこども・青少年が、安全で安心な環境で育ち、豊かな心をはぐくみながら、個性や創造性を発揮し、
いきいきと自立して生きる社会、こどもを生み育てることに安心と喜びを感じることのできる社会を、市民と協働し、社会全
体で実現することをめざし、総合的なこども・子育て支援施策を推進している。
令和７年度から始まる新たな「こども計画」を策定するにあたり、こども・子育て支援などに関する施策の必要量や施策に

対する意向を把握するために就学前児童、就学児童を対象にした調査を実施し、また、若者がおかれている状況や今後の展望
について正確にとらえることが必要であると考え、若者の生活実態や将来の生活設計に関する意識について若者を対象にした
調査を実施し、計画策定の基礎資料とするものである。

◆調査の目的

こども・子育て支援に関するニーズ調査等結果（就学前児童）について

参考資料

実施調査
大阪市こども・子育て支援に関するニーズ調査

就学前児童用

対象者

市内に在住する就学前児童（0～5歳児）の保護者

住民基本台帳等から無作為抽出した48,000人
（ただし、きょうだいで抽出された家庭については、複数の調査票が届かないよう
調整したため、調査票送付数については、46,693通）

調査方法 調査対象者に調査票を郵送により配付し、郵送及びWEB併用で回収

調査期間 令和５年11月30日～12月27日

回収状況

有効回答数 20,583人（有効回答率 44.1％）

【内訳】郵送： 9,893人（21.2%） WEB：10,690人（22.9%）

（平成30年調査）調査対象数 48,000人
有効回答数 19,739人（有効回答率 44.7％）
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回答家庭のプロフィール

➢ あて名のこどもの年齢（令和５年4月1日基準）は、全体の回答数20,583件のうち、「0歳」が17.1％で最も多く、次いで「1歳」が16.3％、「2歳」が16.0％で、
「3歳以上」が49.6％となっている。

➢ こどもの人数は、「2人」が44.9％で最も多く、次いで「1人」が36.4％、「3人」が14.4％となっている。
➢ 平成30年調査の結果と比べると、「1人」の割合が高くなっている一方で、「2人」の割合が低くなっている。

こどもの人数

（R5-H30-H25比較）

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 無回答年齢別割合
（R5-H30-H25比較）
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無回答

その他の人と一緒に住んでいる

祖母が近所に住んでいる

祖父が近所に住んでいる

祖母と一緒に住んでいる

祖父と一緒に住んでいる

母と一緒に住んでいる（母子家庭）

父と一緒に住んでいる（父子家庭）

父と母と一緒に住んでいる

➢ 家族との同居・近居の状況は、93.6％が父母と一緒に住んでおり、「祖母が近所
に住んでいる」が26.8％、「祖父が近所にすんでいる」が20.9％となっている。

➢ 平成25年及び平成30年調査の結果と比べると、「祖母が近所に住んでいる」、
「祖父が近所に住んでいる」の割合が低くなっている。
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家族との同居・近居の状況（R5-H30-H25比較）

➢ あて名のこどもの子育てや教育を主にしている人は、「父母ともに」が、
60.1％で、「主に母親」が38.9％となっている。

➢ 平成25年及び平成30年調査の結果と比べると、「父母ともに」の割合が
高くなっている一方で、「主に母親」の割合が低くなっている。

あて名のこどもの子育てや教育を主にしている人（R5-H30-H25比較）

主に父親

父母ともに 主に母親
その他

無回答

主に祖父母

（％）

46.7%

49.6%

46.6%
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子育てや教育について気軽に相談できるところの有無

➢ 子育てや教育について気軽に相談できるところの有無については、「ある」が84.8％、「ない」が13.3％となっている。
➢ 平成25年及び平成30年調査の結果と比べると、「ある」と回答した割合が低くなり、「ない」と回答した割合が高くなっている。
➢ 相談先は「配偶者」が最も多く、次いで「親、親せき（同居している）家族」「友人や知人」の順に多い。
➢ 平成25年及び平成30年調査の結果と比べると、相談先として「保育所（園）の先生」の割合が高くなっている。
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気軽に相談できる人（R5-H30-H25比較）

ある ない 無回答
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その他

民生委員・児童委員、主任児童委員

インターネットの交流サイト

区役所の保健福祉センターや子育て支援室の窓口

子育て支援センターやＮＰＯなどの子育て支援団体

近所の人

かかりつけの医師

幼稚園の先生

保育所（園）の先生

友人や知人

親、親せき、（同居している）家族

配偶者

R5（n=17,450）

H30（n=17,362）2

H25（n=10,178）

相談先（R5-H30-H25比較）
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無回答

その他

民生委員・児童委員、主任児童委員

インターネットの交流サイト

区役所の保健福祉センターや子育て支援室

の窓口

近所の人

子育て支援センターやＮＰＯなどの子育て

支援団体

かかりつけの医師

幼稚園の先生

保育所（園）の先生

友人や知人

親、親せき、（同居している）家族

配偶者

全体

(n=17,450)

０歳

(n=2,983)

１歳

(n=2,863)

２歳

(n=2,758)

３歳以上

(n=8,677)

相談先（R5）
（％）



33.2 

26.9 

18.5 

12.8 

9.8 

7.0 

26.6 

24.0 

22.8 

2.6 

2.0 

1.7 

21.4 

33.4 

42.9 

1.5 

2.2 

6.1 

1.9 

1.7 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5(n=20,467)

H30(n=18,948)

H25(n=9,975)

フルタイムで就労しており育児・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが育児・介護休業中である

パート・アルバイトなどで就労しており育児・介護休業中ではない

パート・アルバイトなどで就労しているが育児・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

50.0%

母親の就労状況①

➢ 母親の現在の就労状況については、「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」が33.2％で最も多く、次いで「パート・アルバ
イトなどで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」が26.6％となっている。

➢ 平成25年及び平成30年調査の結果に比べ、フルタイム、パート・アルバイトなど就労（育児・介護休業中含む）している割合が高くなっている。（平
成25年：50.0％、平成30年：62.7％、令和5年：75.2％）

➢ こどもの年齢別でみると、「フルタイムで就労しているが育児・介護休業中である」は０歳（36.4％）で最も高く、「パート・アルバイトなどで就労
しており、産休・育児・介護休業中ではない」は３歳以上（33.2％）で最も高くなっている。
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母親就労状況（R5-H30-H25比較）
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パート・アルバイトなどで就労しているが育児・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない
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10~12時間未満

12時間以上

5

母親の就労状況②

➢ 母親の週あたりの就労日数について、平成25年及び平成30年調査の結果と比較すると「週５日」の割合が高くなっており、1日当たりの就労時間につ
いて、「6～8時間未満」の割合が高くなっている。
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7日



こどもを預かる施設やサービスの平日での定期的な利用状況

➢ こどもを預かる施設やサービスの平日での定期的な利用状況については、「利用している」が78.4％、「利用していない」が21.3％となっている。
➢ こどもの年齢別でみると、「利用している」は年齢が上がるほど高くなり、３歳以上で97.8％と高くなっている。
➢ 平成30年調査の結果に比べ、「利用している」割合は、全体で5.6ポイント高くなり、０歳で3.5ポイント、１歳で10.8ポイント、２歳で11.8ポイント高

くなっている。
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利用している 利用していない 無回答
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利用している 利用していない 無回答H30



平日に定期的に利用しているサービス

➢ 平日に定期的に利用しているサービスは、「認可保育所」が51.0％で最も多く、次いで「幼稚園」が17.8％、「認定こども園」が16.5％となっている。
➢ こどもの年齢別でみると、いずれも「認可保育所」が最も多く、０歳～２歳で60％を超えている。
➢ 平成30年調査では、認可保育所、認定こども園、家庭的保育、小規模保育の合計が63.8％であるのに対し、今回調査では71.3％となり、前回に比べ7.5

ポイント高くなっている。
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事業所内保育施設

居宅訪問型保育

認可外保育施設（事業所内保育施設を除

く）

ファミリー・サポート・センター事業

その他

無回答

全体

(n=14,375)
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(n=968)

１歳
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小規模保育

家庭的保育

事業所内保育施設

居宅訪問型保育
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(n=16,141)
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R5
71.3%

R5 H30

（％） （％）
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1日あたりの施設やサービス利用時間 ※複数回答あり

➢ １日あたりの施設やサービスの利用時間は、「幼稚園」では「４～６時間未満」で62.7％と最も多く、「認可保育所」、「認
定こども園」では「８～10時間未満」で52.9％、42.9％と最も多くなっている。

➢ こどもの年齢別でみると、「認可保育所」の「 0歳」の「８～10時間未満」で60.5％で最も高く、「認定こども園」では年齢
が上がるほど「８～10時間未満」の割合が低くなっている。

幼稚園

認可保育所

※注釈
前回調査では、利用

している施設やサービ
スを複数回答いただき、
最も多いパターンの利
用時間について、回答
する方式になっていた
が、今回調査は複数回
答した施設やサービス
の利用時間も全て回答
する方式に変更した。
そのため、前回は全

サービスの平均のみ集
計できていたが、今回
から各サービスの利用
時間を集計することが
可能となった。

2.0

8.7

9.7

11.2

1.0

62.7

8.7

38.7

59.2

63.9

29.4

34.8

19.4

21.1

30.1

3.8

39.1

25.8

7.6

3.0

0.3

0.0

3.2

0.4

0.3

1.7

8.7

3.2

0.4

1.7

４時間未満 ４～６時間未満 ６～８時間未満

８～10時間未満 10時間以上

無回答

全体
(n=2,867)

０歳
(n=23)

１歳
(n=31)

２歳
(n=223)

３歳以上
(n=2,544)

(%)
0 20 40 60 80 100

0.1

0.0

0.1

0.1

0.2

0.5

0.4

0.2

0.7

0.6

21.3

18.7

18.9

23.7

21.5

52.9

60.5

55.1

51.2

51.8

24.4

20.0

25.4

23.5

25.1

0.7

0.4

0.4

0.9

0.8

４時間未満
４～６時間未満

６～８時間未満 ８～10時間未満 10時間以上 無回答

全体
(n=8,235)

０歳
(n=706)

１歳
(n=1,325)

２歳
(n=1,530)

３歳以上
(n=4,595)

(%)
0 20 40 60 80 100



0.3 

0.6 

0.4 

0.9 

0.2 

1.9 

1.3 

1.1 

3.7 

1.7 

20.3 

2.9 

3.1 

9.2 

28.4 

22.0 

16.1 

18.6 

21.4 

23.4 

33.1 

50.3 

47.4 

38.4 

26.9 

17.9 

24.7 

25.8 

22.3 

14.7 

0.6 

1.0 

1.0 

0.7 

0.5 

3.8 

3.0 

2.7 

3.3 

4.2 

全体
(n=14,374)

０歳
(n=968)

１歳
(n=1,785)

２歳
(n=2,188)

３歳以上
(n=8,954)

(%)
0 20 40 60 80 100

２時間未満
２～４時間未満

４～６時間未満 ６～８時間未満 ８～10時間未満 10～12時間未満

12時間以上

無回答

9

1日あたりの施設やサービス利用時間

《参考》H30
全サービスの平均

認定こども園

0.7

0.9

0.7

1.7

0.5

15.8

2.6

0.3

13.2

19.9

22.8

14.5

25.0

21.2

23.4

42.9

58.1

55.1

41.2

40.2

16.9

23.9

18.5

21.5

15.1

0.8

0.0

0.3

1.2

0.8

４時間未満

４～６時間未満 ６～８時間未満 ８～10時間未満 10時間以上 無回答

全体
(n=2,670)

０歳
(n=117)

１歳
(n=292)

２歳
(n=410)

３歳以上
(n=1,822)

(%)
0 20 40 60 80 100



10

平日にこどもを預かる施設やサービスを利用していない最大の理由

➢ 「働かずにこどもの面倒をみているため、利用する必要はない」が39.5％で最も多く、次いで「こどもがまだ小さいため」が23.6％、「利用したいが、
幼稚園や保育所などに空きがない」が17.8％となっている。

➢ 平成30年調査の結果に比べ、「働かずにこどもの面倒をみているため、利用する必要はない」が全体で7.1ポイント低くなっており、全ての年齢でも
減っている。

39.5 

23.6 

17.8 

3.9 

3.9 

1.4 

0.5 

0.0 

9.9 

0.9 

35.2 

27.3 

21.5 

3.4 

2.7 

1.2 

0.4 

0.0 

9.0 

0.8 

43.9 

22.1 

15.6 

4.4 

4.2 

1.8 

0.3 

0.2 

8.3 

0.8 

46.9 

18.4 

10.6 

4.8 

5.5 

1.4 

0.3 

0.0 

12.2 

1.0 

43.2 

4.2 

7.4 

4.7 

11.1 

1.6 

4.2 

0.0 

24.2 

1.1 

0 20 40 60

働かずにこどもの面倒をみている

ため、利用する必要はない

こどもがまだ小さいため

利用したいが、幼稚園や保育所などに空きがない

利用したいが、経済的な理由で利用できない

親、親せきがみている

利用したいが、質や場所等で納得

できる幼稚園や保育所などがない

利用したいが、延長・夜間などの

時間帯の条件が合わない

近所の人や友人・知人がみている

その他

無回答

全体

(n=4,387)

０歳

(n=2,407)

１歳

(n=1,140)

２歳

(n=631)

３歳以上

(n=190)

R5 46.6

22.9 

17.1

3.4

4.3

1.3

0.3

0.1

8.5

0.7

41.5

25.2 

21.7

3.1

3.3

1.2

0.2

0.1

7.4

0.6

50.7

24.9 

14.3

3.6

4.7

1.3

0.3

0.0

5.2

0.6

54.0

17.9 

10.9

3.7

5.1

1.7

0.1

0.2

13.0

0.7

43.8

6.8 

13.0

4.2

10.4

2.1

1.0

0.5

20.3

3.6

0 20 40 60

働かずにこどもの面倒をみている

ため、利用する必要はない

こどもがまだ小さいため

利用したいが、幼稚園や保育所などに空きがない

利用したいが、経済的な理由で利用できない

親、親せきがみている

利用したいが、質や場所等で納得

できる幼稚園や保育所などがない

利用したいが、延長・夜間

などの時間帯の条件が合わない

近所の人や友人・知人がみている

その他

無回答

全体

(n=5,179)

０歳

(n=2,450)

１歳

(n=1,435)

２歳

(n=965)

３歳以上

(n=192)

H30

（％）（％）



62.0

71.3

58.7

27.9

21.0

18.9

28.8

15.2

8.0

8.0

9.0

5.9

9.0

1.8

3.5

51.0

保育料が無料になるのなら、

こどもを保育所等に預けて働きたい

保育料無料でも、こどもを保育所等

に預けて働きたいとは思わない

その他 無回答

全体
(n=2,456)

０歳
(n=1,483)

１歳
(n=632)

２歳
(n=341)

(%)
0 20 40 60 80 100

46.9

38.4

21.1

18.4

10.2

6.2

0.8

51.9

35.3

19.9

17.4

8.7

6.1

0.9

35.3

45.0

24.8

21.0

12.9

6.7

0.0

36.8

47.4

21.1

18.9

15.8

4.2

2.1

0 20 40 60

全体(n=1,523)

０歳(n=1,057)

１歳(n=371)

２歳(n=95)

近いうちに仕事をするつもりで
あったため

保育料と見込み収入を検討して、
保育所利用を断念しているため

働くつもりはなかったが、無料なら
預けて働こうと思ったため

一時的に利用できる保育サービスに
は利用料がかかるため

一時的に利用できる保育サービスの
使い勝手がよくないため

その他

無回答

(MA%)

11

保育所、認定こども園などの保育料が無料になるとした場合の利用希望

➢ 第１子で年齢が０歳から２歳の方にたずねたところ、全体で「保育料が無料になるのなら、こどもを保育所等に預けて働
きたい」が62.0％で最も多く、次いで「保育料が無料でも、こどもを保育所等に預けて働きたいと思わない」が21.0％と
なっている。

➢ こどもの年齢別でみると、「保育料が無料になるのなら、こどもを保育所等に預けて働きたい」は０歳で71.3％と割合が
高くなっている。

保育料が無料になるのなら、こどもを保育所などに預けて
働きたい理由 ※複数回答あり

➢ 全体で「近いうちに仕事するつもりであったため」が
46.9％で最も多く、次いで「保育料と働いた場合の見込
み収入を検討して、保育所利用を断念しているため」が
38.4％、「働くつもりはなかったが、無料なら預けて働
こうと思ったため」が21.1％となっている。

※注釈
上記表の年齢区分（令和５年4月1日時点）の２歳については、

調査票配付時点（令和５年11月30日）で３歳に到達している方が
一定数あるため、無回答が多くなっていると考えられる。

新



21.8 

24.4 

41.9 

27.6 

6.7 

2.5 

3.3 

3.7 

3.3 

4.4 

2.9 

13.0 

21.6 

23.6 

54.5 

38.4 

17.9 

5.9 

6.4 

5.6 

6.0 

5.2 

3.3 

10.1 

20.4 

24.5 

47.5 

32.7 

9.7 

3.2 

3.6 

4.7 

4.4 

5.1 

3.1 

11.7 

20.8 

24.9 

41.7 

27.9 

5.6 

2.2 

2.7 

4.2 

3.3 

4.8 

2.9 

12.7 

22.6 

24.4 

35.8 

22.1 

2.2 

1.2 

2.2 

2.7 

1.9 

3.7 

2.8 

14.6 

0 20 40 60

幼稚園

幼稚園＋幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

小規模保育

家庭的保育

事業所内保育施設

居宅訪問型保育

認可外保育施設（事業所内保育施設を除く）

ファミリー・サポート・センター事業

その他

無回答

全体

(n=20,583)

０歳

(n=3,526)

１歳

(n=3,353)

２歳

(n=3,290)

３歳以上

(n=10,218)

R5
32.3

37.7

47.6

30.9

7.3 

3.5

5.9

1.6 

2.2

5.0

2.20 

3.7

29.8

33.0

62.2

40.5

14.8 

6.9

9.2

2.2

2.9

5.6

3.0 

4.3

31.7

36.1

55.5

36.3

11.0 

4.4

6.9

2.0

3.4

6.0

2.7 

4.1

31.8

38.5

47.4

32.8

7.0 

3.5

4.9

1.8

2.6

4.9

2.2 

3.4

33.9

39.8

39.5

25.0

3.4 

1.9

4.5

1.2

1.4

4.6

1.7 

3.2

0 20 40 60 80

幼稚園

幼稚園＋幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

小規模保育

家庭的保育

事業所内保育施設

居宅訪問型保育

認可外保育施設（事業所内保育施設を除く）

ファミリー・サポート・センター事業

その他

無回答

全体

(n=19,739)

０歳

(n=3,448)

１歳

(n=3,250)

２歳

(n=3,177)

３歳以上

(n=9,221)

H30

12

こどもを預かる施設やサービスの平日の定期的な利用希望①

➢ 平日の定期的な利用希望については、「認可保育所」が41.9％で最も多く、次いで「認定こども園」が27.6％、「幼稚園＋幼稚園の預かり保育」が
24.4％となっており、平成30年調査の結果に比べると、「幼稚園＋幼稚園の預かり保育」では13.3ポイント低くなっている。

➢ こどもの年齢別でみると、「幼稚園」「幼稚園＋幼稚園の預かり保育」「無回答」を除いた「認可保育所」「認定こども園」「小規模保育」「」ファ
ミリー・サポート・センター事業」等は、年齢が低いほど利用希望割合が高くなっている。

（％） （％）



13

幼稚園の強い利用希望の有無

➢ 特に幼稚園の利用を強く希望するかについては、「希望する」が62.3％、「希望しない」が32.2％となっている。
➢ こどもの年齢別でみると、「希望する」は１歳が65.1％で最も高く、次いで２歳が64.7％となっている。

こどもを預かる施設やサービスの平日の定期的な利用希望②

こどもを預かる施設やサービスの平日の定期的な利用希望で
『幼稚園』と他のサービスも希望された方

3,444人（16.9％）※前回：5,478人（27.8％）

62.3

63.6

65.1

64.7

58.5

32.2

33.0

29.1

29.1

34.9

5.5

3.4

5.7

6.1

6.6

希望する 希望しない 無回答

全体
(n=3,444)

０歳
(n=888)

１歳
(n=748)

２歳
(n=573)

３歳以上
(n=1,199)

(%)
0 20 40 60 80 100



14

こどもを預かる施設やサービスの土曜日、日曜日・祝日の定期的な利用希望

➢ 土曜日の利用希望については、「利用する必要はない」が60.2％で最も多く、「ほぼ毎週利用したい」（10.7％）と「月に１～２回は利用したい」
（26.8％）をあわせた『利用したい』は37.5％となっている。

➢ 日曜日・祝日の利用希望については、「利用する必要はない」が79.2％で最も多く、「ほぼ毎週利用したい」（2.0％）と「月に1～2回利用したい」
（14.0％）をあわせた『利用したい』は16.0％となっている。

➢ 平成30年調査の結果と比べ、大きな差はみられない。

60.2 

59.1 

57.3 

55.8 

63.0 

10.7 

10.8 

11.5 

12.0 

10.0 

26.8 

28.0 

28.6 

29.5 

24.9 

2.3 

2.0 

2.7 

2.6 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=20,583)

０歳

(n=3,526)

１歳

(n=3,353)

２歳

(n=3,290)

３歳以上

(n=10,218)

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい

月に１～２回は利用したい 無回答

土曜日利用希望
（R5）

79.2 

77.7 

77.9 

76.3 

81.4 

2.0 

2.6 

2.3 

2.2 

1.6 

14.0 

15.9 

15.1 

15.4 

12.5 

4.7 

3.9 

4.6 

6.0 

4.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=20,583)

０歳

(n=3,526)

１歳

(n=3,353)

２歳

(n=3,290)

３歳以上

(n=10,218)

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい

月に１～２回は利用したい 無回答

16.0%

日曜日・祝日利用希望
（R5）

37.5%

58.8 

57.7 

58.4 

56.7 

60.3 

10.4 

11.3 

10.3 

10.8 

10.0 

25.0 

23.9 

24.9 

26.6 

24.9 

5.8 

7.1 

6.4 

5.9 

4.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=19,739)

０歳

(n=3,448)

１歳

(n=3,250)

２歳

(n=3,177)

３歳以上

(n=9,221)

（H30） （H30）

77.9 

74.5 

76.1 

77.9 

80.1 

1.9 

2.7 

2.3 

1.6 

1.5 

13.1 

14.6 

13.8 

13.4 

12.0 

7.2 

8.3 

7.8 

7.1 

6.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=19,739)

０歳

(n=3,448)

１歳

(n=3,250)

２歳

(n=3,177)

３歳以上

(n=9,221)



こどもが病気等でサービスを利用できなかったことの有無

➢ こどもが病気等でサービスを利用できなかったことの有無については、「あった」が89.2％、「なかった」が10.1％となっている。
➢ こどもの年齢別でみると、「あった」は1歳（91.7％）で最も高くなっている。
➢ こどもが病気等でサービスを利用できなかったことがあったと回答した人に、そのときの対処方法についてたずねると、「母親が仕事を休んだ」が
78.8％で最も多く、次いで「父親が仕事を休んだ」が33.3%、「親、親せき、友人・知人にみてもらった」が24.０％となっている。

➢ 平成30年調査の結果に比べ、「父親が仕事を休んだ」（13.3ポイント増）、「母親が仕事を休んだ」（10.1ポイント増）は高くなり、 「働いていな
い父親か母親がこどもをみた」（5.8ポイント減）、「病後・病後児保育事業を利用した」（1.2ポイント減）は低くなっている。

15

89.2 

87.6 

91.7 

88.4 

89.0 

10.1 

11.6 

7.5 

10.6 

10.4 

0.7 

0.8 

0.8 

1.0 

0.6 

80% 100%

全体

(n=16,141)

０歳

(n=1,114)

１歳

(n=2,204)

２歳

(n=2,656)

３歳以上

(n=9,994)

あった なかった 無回答

78.8 

33.3 

24.0 

15.9 

4.8 

0.7 

0.4 

3.2 

0.3 

68.7 

20.0 

24.6 

21.7 

6.0 

0.9 

0.3 

1.9 

0.9 

0 20 40 60 80 100

母親が仕事を休んだ

父親が仕事を休んだ

親、親せき、友人・知人にみてもらった

働いていない父親か母親がこどもをみた

病児・病後児保育事業を利用した

民間事業者による訪問型サービス

（ベビーシッター）を利用した

こどもだけで留守番をさせた

その他

無回答

R5
(n=14,398)

H30
(n=11,950)

病気等で利用できなかった有無
（R5）

病気等で利用できなかったときの対処方法（R5-H30比較）

（％）

（H30）

83.1 

89.5 

88.8 

83.7 

81.5 

14.8 

8.1 

8.9 

13.6 

16.9 

2.0 

2.5 

2.4 

2.7 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=14,375)

０歳

(n=968)

１歳

(n=1,785)

２歳

(n=2,188)

３歳以上

(n=8,955)



こどもを預かる施設やサービスの不定期な利用状況

➢ 一時預かり等のサービスの利用状況については、「利用していない」が84.9％で最も多いが、利用した人では「幼稚園の預かり保育」が6.2％で最も多
く、次いで「一時預かり」が6.1％となっている。

➢ こどもの年齢別でみると、「幼稚園の預かり保育」は３歳以上（11.2％）で最も高く、「一時預かり」は１歳と２歳で8％以上となっている。
➢ 平成30年調査の結果と比べ、3歳以上の「幼稚園の預かり保育」の割合が8.3ポイント高くなっている。
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6.2 

6.1 

1.1 

1.1 

0.2 

0.5 

84.9 

1.1 

0.5 

7.2 

1.6 

1.4 

0.1 

0.3 

88.9 

1.2 

0.8 

9.3 

1.2 

1.4 

0.3 

0.5 

86.9 

1.1 

2.0 

8.4 

1.1 

1.2 

0.2 

0.5 

86.9 

1.1 

11.2 

4.0 

0.9 

0.8 

0.1 

0.5 

82.3 

1.0 

0 20 40 60 80 100

幼稚園の預かり保育

一時預かり

ベビーシッター

ファミリー・サポート・センター事業

子どものショートステイ事業

その他

利用していない

無回答

全体

(n=20,583)

０歳

(n=3,526)

１歳

(n=3,353)

２歳

(n=3,290)

３歳以上

(n=10,218)

（％）

一時預かり等サービスの利用状況
（R5）

9.8 

7.3 

0.7 

1.0 

0.1 

0.7 

79.0 

2.6 

0.3 

7.8 

0.9 

1.0 

0.1 

0.7 

87.4 

2.6 

0.6 

11.2 

1.0 

1.0 

0.1 

0.5 

83.1 

3.4 

1.9 

10.2 

0.8 

1.0 

0.2 

0.9 

83.4 

2.9 

19.5 

4.7 

0.5 

1.0 

0.1 

0.7 

73.0 

2.0 

0 20 40 60 80 100

幼稚園の預かり保育

一時預かり

ベビーシッター

ファミリー・サポート・セン

ター事業

子どものショートステイ事業

その他

利用していない

無回答

全体

(n=19,739)

０歳

(n=3,448)

１歳

(n=3,250)

２歳

(n=3,177)

３歳以上

(n=9,221)

（％）

（H30）



一時預かり施設やサービスの利用希望

➢ 一時預かり施設やサービスの利用希望については、「利用したい」が51.2％、「利用する必要はない」が47.3％となっている。
➢ こどもの年齢別でみると、「利用したい」は０歳と1歳（55.2％）で最も高くなっている。
➢ 平成30年調査の結果に比べ、全ての年齢で「利用したい」が増えており、全体で3.0%、特に２歳では6.8%増えている。
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H30

51.2

55.2

55.2

53.0

47.9

47.3

43.3

43.5

45.3

50.6

1.5

1.4

1.3

1.7

1.5

利用したい 利用する必要はない 無回答

全体
(n=20,583)

０歳
(n=3,526)

１歳
(n=3,353)

２歳
(n=3,290)

３歳以上
(n=10,218)

(%)
0 20 40 60 80 100

48.2 

50.8 

49.5 

46.2 

47.4 

47.9 

45.6 

46.2 

49.5 

49.0 

4.0 

3.6 

4.3 

4.2 

3.6 

全体
(n=19,739)

０歳
(n=3,448)

１歳
(n=3,250)

２歳
(n=3,177)

３歳以上
(n=9,221)

(%)
0 20 40 60 80 100

利用したい 利用する必要はない 無回答

R5
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こどもを「泊りがけ」で預かるサービスの利用希望

13.2

14.1

13.8

14.4

12.2

84.1

83.2

83.4

82.8

85.2

2.7

2.7

2.7

2.8

2.7

利用したい 利用する必要はない 無回答

全体
(n=20,583)

０歳
(n=3,526)

１歳
(n=3,353)

２歳
(n=3,290)

３歳以上
(n=10,218)

(%)
0 20 40 60 80 100

➢ こどもを「泊りがけ」で預かるサービスの利用希望について、「利用したい」が13.2％で、「利用する必要はない」
が84.1％となっている。

➢ こどもの年齢別でみると、０～２歳で同じ傾向であったが、３歳以上では、「利用したい」の割合が少し低くなって
いる。

新



19

「こども誰でも通園制度」の利用希望と利用したい時間帯

①利用希望

8.2

10.1

7.1

3.0

12.4

13.4

14.3

5.2

9.0

8.4

12.6

4.8

38.3

43.3

37.7

20.4

19.2

20.3

22.7

8.9

12.9

4.6

5.5

57.7

月１回利用したい

月２回定期的に利用したい

毎週１回定期的に利用したい

曜日や時間を固定せず、

月10時間の範囲で自由に

利用したい

利用したいと

思わない 無回答

全体
(n=4,178)

０歳
(n=2,407)

１歳
(n=1,140)

２歳
(n=631)

(%)
0 20 40 60 80 100

②利用開始時間・終了時間（月２回定期的に利用したい又は毎週１回定期的に利用したいと回答された方を対象）

➢ 利用開始時間は全体で「10時以降」が48.2％で最も多く、次いで「９時台」が44.6％となっている。
➢ 利用終了時間は全体で「15時台」が30.5％で最も多く、次いで「14時より前」の23.5％となっている。

0.7

0.8

0.7

0.0

5.8

7.1

3.9

4.8

44.6

39.5

51.5

54.0

48.2

52.1

43.6

38.1

0.7

0.6

0.3

3.2

８時より前
８時台

９時台 10時以降 無回答

全体
(n=894)

０歳
(n=524)

１歳
(n=307)

２歳
(n=63)

(%)
0 20 40 60 80 100

23.5

19.7

28.3

31.7

21.9

19.7

24.1

30.2

30.5

33.6

26.4

25.4

11.0

11.8

11.4

1.6

7.5

8.0

6.8

6.3

3.5

5.0

1.6

0.0

1.5

1.7

1.0

1.6

0.7

0.6

0.3

3.2

14時より前 14時台 15時台 16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

全体
(n=894)

０歳
(n=524)

１歳
(n=307)

２歳
(n=63)

(%)
0 20 40 60 80 100

〔利用開始時間〕 〔利用終了時間〕

➢ 「こども誰でも通園制度」の利用希望につい
て、全体で「曜日や時間を固定せず月10時間
の範囲で自由に利用したい」が38.3％で最も
多かった。

➢ こどもの年齢別でみると、「1歳」で「利用
したいと思わない」が少し多くなっている。

※注釈
右記表の年齢区分（令和５年4月1日時点）の２歳については、調

査票配付時点（令和５年11月30日）で３歳に到達している方が一定
数あるため、無回答が多くなっていると考えられる。

新
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「こども誰でも通園制度」の利用希望と利用したい時間帯

③利用したい時間帯（月２回定期的に利用したい又は毎週１回定期的に利用したいと回答された方を対象）

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.1

1.9

3.1

0.0

5.0

4.3

5.5

9.1

5.2

5.3

4.3

9.1

87.3

87.9

87.1

81.8

0.4

0.6

0.0

0.0

１時間未満

１～２時間未満

２～３時間未満

３～４時間未満

４～５時間未満 ５時間 無回答

全体
(n=518)

０歳
(n=322)

１歳
(n=163)

２歳
(n=33)

(%)
0 20 40 60 80 100

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.3

0.5

0.0

0.0

0.5

1.0

0.0

0.0

15.2

12.4

18.8

16.7

83.0

85.6

80.6

76.7

1.1

0.5

0.7

6.7

30分未満

30分～１時間未満

１時間～１時間30分未満
１時間30分～２時間未満

２時間～２時間30分未満 ２時間30分 無回答

全体
(n=376)

０歳
(n=202)

１歳
(n=144)

２歳
(n=30)

(%)
0 20 40 60 80 100

月２回定期的に
利用したい

毎週１回定期的に
利用したい

➢ 月２回定期的に利用したい場合の利用時間帯は、全体で「５時間」が87.3％で最も多い。
➢ 毎週１回定期的に利用したい場合の利用時間帯は、全体で「２時間30分」が83.0％で最も多く、次いで「2時間～2時間
30分」が15.2％となっている

新



地域子育て支援拠点事業などの利用状況

➢ 地域子育て支援拠点事業などの利用状況については、全体で「利用していない」が83.5％で最も多く、利用している人では
「地域子育て支援拠点事業」が12.9％、「地域で開催される子育てサロンなど」が5.0％となっている。

➢ 平成30年調査の結果に比べ、全体で「利用していない」が4.9%増えている。
➢ こどもの年齢別でみると、「地域子育て支援拠点事業」、「地域で開催される子育てサロンなど」とも0歳が最も高く、年
齢が上がるほど割合が低くなっている。「利用していない」は逆に年齢が上がるほど割合が高くなっている。
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12.9 

5.0 

83.5 

0.8 

31.6 

12.1 

62.0 

0.6 

19.1 

6.9 

76.2 

0.7 

12.6 

5.7 

83.4 

0.5 

4.7 

1.7 

93.3 

0.9 

0 20 40 60 80 100

地域子育て支援拠点事業

地域で開催される子育てサロンなど

利用していない

無回答

全体

(n=20,583)

０歳

(n=3,526)

１歳

(n=3,353)

２歳

(n=3,290)

３歳以上

(n=10,218)

16.3

7.6

78.6

1.5

34.2

17.1

57.5

1.3

23.6

11.4

69.9

1.4

16.7

7.8

77.7

1.6

7.1

2.8

89.9

1.4

0 20 40 60 80 100

地域子育て支援拠点事業

地域で開催される子育てサロンなど

利用していない

無回答

全体

(n=19,739)

０歳

(n=3,448)

１歳

(n=3,250)

２歳

(n=3,177)

３歳以上

(n=9,221)

R5 H30
（％） （％）



利用者支援専門員の認知状況

➢ 利用者支援専門員の認知状況については、「知らない」が50.1％で最も多く、次いで「知っている」が34.6％、「知って
いるが、どの職員かわからない」が14.2％となっている。

➢ 平成30年調査の結果に比べ、全体で「知っている」が11.3ポイント高くなっている。
➢ こどもの年齢別でみると、「知っている」は０歳（39.3％）で最も高く、３歳以上（31.4％）で最も低くなっている。
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利用者支援専門員認知状況

34.6

39.3

38.3

35.9

31.4

50.1

46.3

46.0

48.7

53.2

14.2

13.4

14.6

14.6

14.3

1.0

0.9

1.1

0.8

1.1

知っている 知らない

知っているが、どの職員かわからない

無回答

全体
(n=20,583)

０歳
(n=3,526)

１歳
(n=3,353)

２歳
(n=3,290)

３歳以上
(n=10,218)

(%)
0 20 40 60 80 100

（H30）

23.3 

28.7 

26.1 

26.3 

19.3 

61.7 

57.0 

58.3 

58.5 

65.7 

13.3 

12.8 

14.0 

13.8 

13.4 

1.7 

1.5 

1.7 

1.4 

1.6 

全体
(n=19,739)

０歳
(n=3,448)

１歳
(n=3,250)

２歳
(n=3,177)

３歳以上
(n=9,221)

(%)
0 20 40 60 80 100

知っている 知らない

知っているが、どの職員かわからない

無回答

（R5）



37.4 

40.6 

44.5 

41.2 

31.7 

58.6 

55.8 

52.0 

55.1 

64.0 

3.9 

3.6 

3.5 

3.7 

4.3 

全体
(n=7,225)

０歳
(n=1,432)

１歳
(n=1,302)

２歳
(n=1,272)

３歳以上
(n=3,014)

(%)
0 20 40 60 80 100

ある ない 無回答

48.7

62.3

54.6

50.2

40.5

44.5

31.8

38.5

43.0

52.6

6.8

5.9

6.9

6.9

6.9

したいと思う したいと思わない 無回答

全体
(n=10,055)

０歳
(n=1,860)

１歳
(n=1,776)

２歳
(n=1,661)

３歳以上
(n=4,676)

(%)
0 20 40 60 80 100

40.0

46.5

42.7

40.7

36.3

56.8

50.8

54.2

55.7

60.6

3.2

2.7

3.2

3.6

3.1

ある ない 無回答

全体
(n=10,055)

０歳
(n=1,860)

１歳
(n=1,776)

２歳
(n=1,661)

３歳以上
(n=4,676)

(%)
0 20 40 60 80 100

利用者支援専門員の利用状況・利用希望
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専門員利用状況（R5）

専門員利用希望（R5）

➢ 利用者支援専門員を知っていると回答した人に、利用者支援専門員に相談したり情報提供を受けたりしたことの有無につい
てたずねると、全体で「ある」が40.0％、「ない」が56.8％となっている。

➢ こどもの年齢別でみると、「ある」は0歳（46.5％）で最も高く、0～2歳で40％台を占めている。
➢ 今後、利用者支援専門員に相談したり情報提供を受けたりする希望については、「したいと思う」が48.7％、「したいと思
わない」が44.5％となっており、平成30年調査の結果と比べて「したいと思う」が3.0%減っている。

➢ こどもの年齢別でみると、「したいと思う」は0歳（62.3％）で最も高く、年齢が上がるほど割合が低くなっている。

（H30）

（H30）

51.7 

61.9 

56.9 

52.0 

44.9 

37.8 

28.6 

30.5 

37.0 

45.6 

10.5 

9.4 

12.6 

11.0 

9.6 

全体
(n=7,225)

０歳
(n=1,432)

１歳
(n=1,302)

２歳
(n=1,272)

３歳以上
(n=3,014)

(%)
0 20 40 60 80 100

したいと思う したいと思わない 無回答



こどもが小学校低学年の間に、放課後過ごさせたい場所

➢ ４歳以上のこどもが小学校低学年の間に、放課後過ごさせたい場所については、「児童いきいき放課後事業（「いきいき」
活動）」が69.3％で最も多く、次いで「自宅」が40.7％、「習い事（ピアノ教室、スポーツクラブ、学習塾など）」が
29.9％となっている。

➢ 平成30年調査の結果に比べ、「児童いきいき放課後事業」が10.9%、「留守家庭児童対策事業（学童保育）」が7.4%増え
ており、「習い事（ピアノ教室、スポーツクラブ、学習塾など）」が4.9%減っている。
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H30

69.3

40.7

29.9

19.8

8.4

1.9

3.7

3.0

0 20 40 60 80

児童いきいき放課後事業
（「いきいき」活動）

自宅

習い事（ピアノ教室、スポーツクラブ、
学習塾など）

留守家庭児童対策事業（学童保育）

親・親せきの家、友人・知人の家

子ども・子育てプラザ

その他

無回答

(MA%)

(n=6,866)
58.4 

39.4 

34.8 

12.4 

7.6 

1.0 

3.1 

6.7 

0 20 40 60 80

自宅

親・親せきの家、友人・知人の家

児童いきいき放課後事業
（「いきいき」活動）

留守家庭児童対策事業（学童保育）

子ども・子育てプラザ

習い事（ピアノ教室、スポーツクラブ、
学習塾など）

その他

無回答

(MA%)
(n=6,098)

R5



44.2 

42.7 

38.5 

35.5 

34.1 

30.9 

25.1 

21.9 

20.4 

16.5 

14.2 

8.2 

0.8 

45.1 

43.2 

43.3 

33.1 

35.9 

33.8 

25.3 

26.0 

23.5 

19.3 

10.7 

9.0 

1.6 

45.6 

43.0 

44.1 

28.0 

36.0 

36.7 

31.8 

29.0 

24.3 

18.6 

9.5 

8.9 

0.9 

0 10 20 30 40 50 60

買い物や用事などの合間の気分転換にこどもを遊ばせる場所がない

小さなこどもとの食事に配慮された場所（店）が少ない

交通機関や建物がベビーカーでの移動に配慮されていない

自動車の通行が多いにもかかわらず歩道や信号がない道路が心配

トイレがオムツ替えや親子での利用に配慮されていない

緑や広い歩道が少ないなど街並みにゆとりとうるおいがない

車道と歩道の段差が大きいためベビーカーなどでの通行が困難

授乳する場所や必要な設備がない

こどもに手をとられて困っている時に手を貸してくれる人が少ない

周囲の人がこども連れを迷惑そうに見る

特にない

その他

無回答

令和5年度調査

(n=20,583)

平成30年度調査

(n=19,739)2

平成25年度調査

(n=10,840)

こどもとの外出時に困ること
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➢ こどもとの外出時に困ることについては、「買い物や用事などの合間の気分転換にこどもを遊ばせる場所がない」が
44.2％で最も多く、次いで「小さなこどもとの食事に配慮された場所（店）が少ない」が42.7％、「交通機関や建物が
ベビーカーでの移動に配慮されていない」が38.5％となっている。

➢ 平成25年及び平成30年調査の結果に比べ、「自動車の通行が多いにもかかわらず歩道や信号がない道路が心配」と「特
にない」の割合が高くなっている。

（％）

こどもとの外出時に困ること（R5-H30-H25比較）



こどもの遊び場に関する満足度

26

➢ こどもの遊び場に関する満足度については、「満足している」が29.1％、「満足していない」が32.3％となっている。
➢ 平成25年及び平成30年調査の結果に比べ、「満足している」の割合が高くなっている。
➢ こどもの遊び場について日ごろ感じることについては、「雨の日に遊べる場所がない」が61.5％で最も多く、次いで「遊
び場のトイレがおむつ替えや親子での利用に配慮されていない」が42.5％、「遊具の種類が充実していない」が38.5％と
なっている。

➢ 平成25年及び平成30年調査の結果と比べると、「不衛生である（ゴミの不法投棄など）」及び「緑や水辺などこどもが自
然にふれあう場が少ない」の割合が低くなっている（改善している）一方で、「遊具などの設備が古くて危険である」の
割合が高くなっている（悪化している）。

29.1 

27.3 

20.6 

32.3 

33.2 

40.0 

34.9 

34.6 

32.8 

2.8 

3.2 

5.5 

0.9 

1.7 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5
(n=20,583)

H30
(n=19,739)

H25
(n=10,840)

満足している 満足していない どちらとも思わない
わからない

無回答
61.5 

42.5 

38.5 

34.1 

29.6 

29.4 

27.6 

16.3 

14.3 

11.2 

8.1 

7.3 

9.5 

10.6 

0.6 

59.2 

45.0 

38.2 

38.1 

31.8 

30.6 

27.6 

14.4 

12.3 

11.3 

8.7 

8.4 

11.7 

7.8 

1.3 

62.2 

45.0 

39.8 

42.9 

38.0 

26.4 

26.4 

11.5 

13.2 

13.9 

9.0 

9.5 

11.4 

6.3 

0.8 

0 20 40 60 80

雨の日に遊べる場所がない

遊び場のトイレがおむつ替えや

親子での利用に配慮されていない

遊具の種類が充実していない

緑や水辺などこどもが自然に

ふれあう場が少ない

不衛生である（ゴミの不法投棄など）

遊び場周辺の道路を通行する自動車が

多く危険に感じることがある

思い切り遊ぶために十分な広さがない

遊具などの設備が古くて危険である

近くに遊び場がない

遊び場やその周辺の環境が悪くて

安心して遊べない

遊び場に行ってもこどもと同じ歳

くらいの遊び仲間がいない

いつも閑散としていて寂しい感じがする

その他

特に感じることはない

無回答

R5
(n=20,583)

H30
(n=19,739)

H25
(n=10,840)

遊び場について日ごろ感じること
（R5-H30-H25比較）

遊び場に関する満足度（R5-H30-H25比較） （％）



子育てについての楽しさや負担感の程度

➢ 子育てを楽しいと感じるかについては、「楽しいと感じる」が46.7％で最も多く、次いで「少し楽しいと感じる」が34.1％
で、両者をあわせた『楽しいと感じる』は80.8％となっている。

➢ 平成25年及び平成30年調査の結果と比べ、『楽しいと感じる』の割合が高くなっている。
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46.7 

38.9 

38.9 

34.1 

38.6 

39.7 

14.5 

16.9 

17.3 

2.6 

3.7 

2.9 

1.0 

1.0 

0.8 

1.1 

1.0 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5
(n=20,583)

H30
(n=19,739)

H25
(n=10,840)

楽しいと感じない

あまり楽しいと感じない

楽しいと感じる 無回答少し楽しいと感じる どちらとも思わない

➢ 子育てをつらいと感じるかについては、「どちらとも思わない」が29.9％で最も多く、次いで「あまりつらいと感じな
い」が26.4％で、「つらいと感じない」（25.6％）と「あまりつらいと感じない」をあわせた『つらいと感じない』は
52.0％となっている。

➢ 平成30年調査の結果に比べ、「少しつらいと感じる」と「つらいと感じる」をあわせた『つらいと感じる』の割合が高く
なっている。（H25：14.3％、H30：16.7%、R5：16.8%、）

25.6 

21.7 

25.0 

26.4 

28.1 

28.5 

29.9 

32.3 

31.7 

12.9 

13.4 

11.5 

3.9 

3.3 

2.8 

1.2 

1.2 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5
(n=20,583)

H30
(n=19,739)

H25
(n=10,840)

つらいと感じない あまりつらいと感じない どちらとも思わない 少しつらいと感じる

つらいと感じる
無回答

子育てを楽しいと感じるか（ R5-H30-H25比較）

子育てをつらいと感じるか（ R5-H30-H25比較）

52.0% 16.8%

16.7%

14.3%

80.0%



子育てに関する悩み
➢ 子育てに関する悩みについては、「こどもの教育に関す
ること」が39.4％で最も多く、次いで「病気や発育・発
達に関すること」が33.6％、「こどもと過ごす時間が十
分に取れないこと」が27.4％となっている。

➢ 平成25年及び平成30年調査の結果に比べ、「病気や発
育・発達に関すること」や「こどもと過ごす時間が十分
取れないこと」、「こどもとの接し方に自信が持てない
こと」の割合が高くなってきている。
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39.4

33.6

27.4

27.0 

21.4

20.8

9.3

4.6

41.3

32.9

23.9

26.7

20.9

21.7

9.8

2.7

37.6

29.3

19.4

38.5

18.6

24.4

8.0

2.2

0 10 20 30 40 50

こどもの教育に関すること

病気や発育・発達に関すること

こどもと過ごす時間が十分取れないこと

食事や授乳、こどもの栄養に関すること

こどもとの接し方に自信が持てないこと

こどもの友達づきあい（いじめなどを含む）に

関すること

育児のことがよくわからないこと

こどもの登所・登園拒否、不登校などの問題に

関すること

R5(n=20,583) H30(n=19,739) H25(n=10,840)

45.2

42.6

36.6

31.0 

25.3

15.4

15.2

10.5

6.8

6.3

5.9

44.8

34.3

35.3

36.3

22.7

18.5

14.4

9.7

8.5

6.9

4.7

43.0

34.2

27.5

33.8

20.1

14.8

12.0

7.5

6.4

4.7

3.3

0 20 40 60

仕事や自分のやりたいことなど自分の時間が

十分取れないこと

子育てにかかる出費がかさむこと

子育てによる身体の疲れが大きいこと

子育てのストレスなどからこどもにきつくあ

たってしまうこと

住居が狭いこと

子育てに関して配偶者・パートナーの協力が

少ないこと

配偶者・パートナー以外に子育てを手伝って

くれる人がいないこと

配偶者・パートナーと子育てに関して意見が

合わないこと

自分の子育てについて親族、近隣の人、職場

など周りの見る目が気になること

子育てが大変なことを親族、近隣の人、職場

など周りの人が理解してくれないこと

子育てに関して話し相手や相談相手がいない

こと

R5(n=20,583) H30(n=19,739) H25(n=10,840)

➢ 保護者自身に関する悩みについては、「仕事や自分のや
りたいことなど自分の時間が十分取れないこと」が45.2％
で最も多く、次いで「子育てにかかる出費がかさむこ
と」が42.6%、「子育てによる身体の疲れが大きいこと」
が36.6％となっている。

➢ 平成25年及び平成30年調査の結果に比べ、「子育てにか
かる出費がかさむこと」の割合が多く伸びている。

（％）
（％）

子育てに関する悩み（R5-H30-H25比較） 保護者自身に関する悩み（R5-H30-H25比較）



子育てに対する地域の人や社会からの支え

➢ 子育てが地域の人や社会に支えられていると感じるかについては、「感じる」が57.8％、「感じない」が40.0％となっている。
➢ 平成25年及び平成30年調査の結果と比べ、「感じる」の割合が低くなっている。
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57.8 

65.6 

67.4 

40.0 

31.6 

31.2 

2.2 

2.8 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5
(n=20,583)

H30
(n=19,739)

H25
(n=10,840)

感じる 感じない 無回答

64.1 

38.7 

30.3 

13.7 

7.2 

6.7 

15.8 

1.4 

72.4 

43.6 

27.8 

12.3 

7.9 

5.8 

15.6 

2.7 

76.2 

49.2 

20.2 

9.2 

6.7 

5.3 

15.6 

0.6 

0 20 40 60 80

同じ世代のこどもを持つ保護者

近所の人

子育て支援などに関わる施設の職員

区役所（市役所）の職員

民生委員・児童委員、主任児童委員や町会などの地域団体の人

子育て支援活動を行っているＮＰＯなどの人

その他

無回答

R5
(n=11,888)

H30
(n=12,944)

H25
(n=7,302)

➢ 誰に支えられていると感じるかについては、「同じ世代のこどもを持つ保護者」が64.1％で最も多く、次いで「近所の人」が
38.7％、「子育て支援などに関わる施設の職員」が30.3％となっている。

➢ 平成25年及び平成30年調査の結果に比べ、「同じ世代のこどもを持つ保護者」及び「近所の人」の割合が低くなっている一
方で、「子育て支援などに関わる施設の職員」や「区役所（市役所）の職員」、「子育て支援活動を行っているNPOなどの
人」の割合が高くなっている。

地域の人や社会に支えられていると感じるか
（R5-H30-H25比較）

誰に支えられていると感じるか（R5-H30-H25比較）

（％）



育児休業の取得状況、仕事と子育てを両立させる上で大変なこと

母親

父親

31.0 

41.0 

51.1 

54.9 

40.5 

26.1 

3.7 

3.1 

3.2 

9.3 

12.7 

24.7 

1.0 

2.7 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5
(n=20,467)

H30
(n=18,948)

H25
(n=10,840)

1.9 

1.1 

1.4 

11.6 

2.6 

1.7 

83.1 

87.4 

86.2 

0.4 

0.2 

10.8 

3.0 

8.7 

10.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5
(n=19,334)

H30
(n=18,004)

H25
(n=10,840)

働いていなかった
育児休業をとった、
あるいは今取っている

育児休業を取らずに働いた

育児休業をとらずに離職した

無回答

働いていなかった

育児休業を取った、
あるいは今取っている

育児休業を取らずに働いた

育児休業を取らずに離職した

無回答
65.0 

49.6 

39.3 

18.2 

16.9 

14.7 

12.2 

3.6 

3.1 

8.4 

2.5 

59.6 

50.4 

35.2 

22.4 

18.9 

15.9 

16.3 

4.4 

4.0 

8.1 

8.3 

56.5 

43.2 

34.0 

20.2 

20.9 

21.0 

17.5 

4.1 

3.3 

8.0 

7.8 

0 20 40 60 80

病気やけがをした時に代わりに

こどもをみてくれる人がいないこと

こどもと接する時間が少ないこと

残業や出張が入ること

配偶者の協力が得られないこと

職場の理解や協力が得られないこと

職場に子育てを支援する制度がないこと

こどもを預かってくれる保育所

などがみつからないこと

親などの理解が得られないこと

こどものほかに親などの介護

をしなければならないこと

その他

無回答

令和5年度調査

(n=20,583)

平成30年度調査

(n=19,739)

平成25年度調査

(n=10,840)

➢ 仕事と子育てを両立させる上で大変なことは、「病気やけがを
した時に代わりにこどもをみてくれる人がいないこと」が
65.0％で最も多く、次いで「こどもと接する時間が少ないこ
と」が49.6％、「残業や出張が入ること」が39.3％となってい
る。

➢ 平成25年及び平成30年調査の結果に比べ、「病気やけがをした
時に代わりにこどもをみてくれる人がいないこと」、「残業や
出張が入ること」の割合が高くなっており、「職場に子育てを
支援する制度がないこと」、「職場の理解や協力が得られない
こと」、「こどもを預かってくれる保育所などがみつからない
こと」の割合は低くなってきている。

仕事・子育てを両立させる上で大変なこと（R5-H30-H25比較）

（％） 30

➢ 母親の育児休業の取得状況は、「育児休業を取った、あるいは、
今取っている」が54.9％で最も多く、次いで「働いていなかっ
た」が31.0％「育児休業を取らずに離職した」が9.3％となっ
ている。

➢ 父親の育児休業の取得状況は、「育児休業を取らずに働いた」
が83.1％で最も多く、次いで「育児休業を取った、あるいは、
今取っている」が11.6％となっている。

➢ 平成30年調査の結果に比べ、母親は「働いていなかった」が
10.0ポイント低くなり、「育児休業を取った、あるいは今取っ
ている」が14.4ポイント高くなっている。また、父親の「育児
休業を取った、あるいは、今取っている」は9.0ポイント高く
なっている。



市・区に対して充実してほしい子育て支援サービス

31

➢ 市・区に対して充実してほしい子育て支援サービスは、「育児休業給付の拡充などの子育て世帯への経済的援助の拡充」が
62.9％で最も多く、次いで「親子が安心して集まれる公園などの屋外の施設を整備する」が53.2％、「小児救急等安心してこ
どもが医療機関を利用できる体制を整備する」が51.7％となっている。

➢ 平成25年及び平成30年調査の結果に比べ、「親子が安心して集まれる集いの広場などの屋内の施設を整備する」や「こどもの
一時預かりなどのサービスを充実する」は調査を重ねるごとに割合が高くなっている。

62.9 

53.2 

51.7 

46.5 

43.1 

39.7 

34.7 

33.8 

25.2 

23.7 

20.5 

17.0 

15.2 

14.1 

11.7 

8.5 

7.7 

4.4 

0.5 

57.2 

53.6 

50.1 

49.8 

41.6 

39.2 

36.6 

39.6 

24.7 

23.7 

19.2 

13.9 

16.5 

17.0 

14.2 

8.6 

5.0 

2.8 

1.6 

60.2 

54.8 

58.5 

51.2 

41.6 

38.6 

37.8 

46.6 

29.1 

24.3 

20.0 

18.1 

18.5 

21.0 

13.4 

9.9 

5.2 

2.0 

1.3 

0 20 40 60 80

育児休業給付の拡充などの子育て世帯への経済的援助の拡充

親子が安心して集まれる公園などの屋外の施設を整備する

小児救急等安心してこどもが医療機関を利用できる体制を整備する

子連れも安心して出かけられる子育てのバリアフリー化に取り組む

親子が安心して集まれるつどいの広場などの屋内の施設を整備する

こどもの一時預かりなどのサービスを充実する

こどもの安全を確保する対策を充実する

保育所などこどもを預ける施設を増やす

親子が安心して集まれる保育所や幼稚園の運動場の開放を増やす

子育て支援に関する情報提供を充実する

子育てに困ったときの相談体制を充実する

市営住宅の優先入居など住宅面での配慮や支援に取り組む

気軽に利用できるＮＰＯ等の子育て支援サービスに対して支援する

親子教室の開催回数の増加と内容の充実を図る

子育ての講座など子育てについて学べる機会をつくる

子育てサークル活動への支援を充実する

その他

特になし

無回答不明

R5
(n=20,583)

H30
(n=19,739)

H25
(n=10,840)

市・区に充実してほしい子育て支援サービス（R5-H30-H25比較）

（％）
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こども・子育て支援に関するニーズ調査等結果（就学児童用）について

◆調査方法と回収状況

32.2 

32.7 

33.4 

33.9 

30.7 

31.5 

3.8 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H30(n=5,359)

R5(n=5,262)

小学１年生 小学２年生 小学３年生 無回答

➢ あて名のこどもの学年は、「小学2年生」が33.9％、「小学1年生」が33.7％、「小学3年生」が31.5％となっている。

回答家庭のプロフィール

年齢別割合
（R5-H30比較）

実施調査
大阪市こども・子育て支援に関するニーズ調査

就学児童用

対象者

市内に在住する就学児童（小学1年生～3年生）の保護者

住民基本台帳等から無作為抽出した12,000人
（ただし、きょうだいで抽出された家庭については、複数の調査票が届かないよう
調整したため、調査票送付数については、11,913通）

調査方法 調査対象者に調査票を郵送により配付し、郵送及びWEBで回収

調査期間 令和５年11月30日～12月27日

回収状況

有効回答数 5,262人（有効回答率 44.2％）

【内訳】郵送：2,816人（23.7%）、WEB：2,446人（20.5%）

（平成30年調査）調査対象数 12,000人
有効回答数 5,359人（有効回答率 45.0％）
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回答家庭のプロフィール

➢ こどもの人数は、「2人」が51.9％で最も多く、次いで「3人」が22.7％、「1人」が19.1％となっている。
➢ 平成30年調査と比べると、「2人」「3人」が低くなり、「1人」の割合が高くなっている。

こどもの人数
（R5-H30-H25比較）

17.4 

16.6 

19.1 

51.6 

52.7 

51.9 

24.4 

23.1 

22.7 

5.8 

5.9 

6.0 

0.7 

1.7 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25(n=4,771)

H30(n=5,359)

R5(n=5,262)

1人 ２人 ３人 ４人以上 無回答

➢ 家族との同居・近居の状況は、90.1％が父母と一緒に住んでおり、「祖母が近所に住んでいる」が28.7％、「祖父が近所に
住んでいる」が20.4％となっている。

➢ 平成25年及び平成30年調査の結果と比べると、「祖母が近所に住んでいる」、「祖父が近所に住んでいる」の割合が低く
なっている。

90.1

28.7

20.4

8.9

5.2

2.8

0.8

0.7

0.0 

90.8

32.9

25.4

8.5

5.7

2.9

0.5

0.6

0.0 

86.0 

38.9 

29.5 

11.1 

7.7 

4.8 

4.8 

0.9 

0.3 

0 20 40 60 80 100

父と母と一緒に住んでいる

祖母が近所に住んでいる

祖父が近所に住んでいる

母と一緒に住んでいる（母子家庭）

祖母と一緒に住んでいる

祖父と一緒に住んでいる

その他の人と一緒に住んでいる

父と一緒に住んでいる（父子家庭）

無回答

R5(n=5,262)

H30(n=5,359)

H25(n=4,771)

(%)

家族との同居・近居の状況
（R5-H30-H25比較）



33.8 

27.8 

22.1 

1.9 

1.3 

1.0 

40.4 

41.9 

40.9 

1.0 

0.9 

0.7 

19.1 

23.9 

26.5 

2.0 

2.7 

7.6 

1.9 

1.5 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5(n=5,225)

H30(n=5,320)

H25(n=4,346)

フルタイムで就労しており育児・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが育児・介護休業中である

パート・アルバイトなどで就労しており育児・介護休業中ではない

パート・アルバイトなどで就労しているが育児・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

子育てや教育について気軽に相談できるところの有無/相談先
➢ 子育てや教育について気軽に相談できるところの有無については、「ある」が81.9％、「ない」が18.0％となっている。
➢ 相談先は「配偶者」が最も多く、次いで「友人や知人」「親、親せき（同居している）家族」が多い。
➢ 平成30年調査の結果と比べると、「友人や知人」の割合が3.3ポイント低くなっている。
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子育てや教育について気軽に相談できる人または場所の有無
（R5-H30比較） 80.6 

68.7 

67.0 

32.9 

10.4 

9.5 

6.6 

3.9 

1.3 

1.1 

0.5 

4.2 

0.0 

80.3 

72.0 

66.2 

31.5 

10.7 

11.8 

5.1 

3.3 

1.1 

0.8 

0.4 

2.7 

0.0 

78.8 

68.2 

64.5 

23.5 

8.3 

13.8 

4.5 

2.8 

0.7 

1.3 

0.2 

4.1 

0.4 

0 20 40 60 80 100

配偶者

友人や知人

親、親せき、（同居している）家族

小学校の先生

ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾などの習い事の先生

近所の人

児童いきいき放課後事業や留守家庭児童対策事業などの指導員

区役所・こども相談センターの子育てや教育相談の窓口

ＮＰＯなどの子育て支援に関わるスタッフ

インターネットの交流サイト

民生委員・児童委員、主任児童委員

その他

無回答

R5(n=4,307)

H30(n=4,832)

H25(n=4,771)

子育てや教育についての相談先（R5-H30-H25比較）

➢ 母親の現在の就労状況については、「パート・アルバイトなどで就労しており育児・介護休業中ではない」が40.4％で最も多
く、次いで「フルタイムで就労しており育児・介護休業中ではない」が33.8％、「以前は就労していたが、現在は就労してい
ない」が19.1％となっている。

母親の就労状況（就学児童）

母親の就労状況（R5-H30-H25比較）

(%)

90.2 

81.9

8.0 

18.0

1.8 

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H30(n=5,359)

R5(n=5,262)

ある ない
無回答

※平成25年調査では、本質問項目なし



放課後の居場所を提供する事業の利用状況

➢ 放課後の居場所を提供する事業の利用状況には、「利用して
いる」が61.5％、「利用していない」が38.2％となっている。

➢ 平成25年調査の結果と比べると、「利用している」の割合が
高くなっているが、平成30年調査の結果とは、大きな差はみ
られない。
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61.5 

61.7 

48.6 

38.2 

37.7 

45.8 

0.3 

0.7 

5.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5(n=5,262)

H30(n=5,359)

H25(n=4,771)

放課後の居場所を提供する事業の利用状況（R5-H30-H25比較）

➢ 児童いきいき放課後事業の平日の利用頻度は、平日は「週1～３
日利用」が41.2%で最も多く、次いで「週４日以上利用」が
35.5%となっている。「週１～３日利用」と「週４日以上利用」
をあわせた『利用している』が76.7%となっている。

➢ 平成30年調査の結果と比べると、「週4日以上利用」が3.2ポイン
ト高くなっている。

週４日以上利用 週１～３日利用 利用していない 無回答

児童いきいき放課後事業の平日の利用頻度（R5-H30比較）

利用している 利用していない 無回答

➢ 放課後の居場所を提供する事業を利用している理由は、「現
在就労している」が76.3％で最も多く、次いで「大人がみてく
れているところで遊ばせたい」が54.1％、「遊びやスポーツな
どいろいろな活動ができる」が43.1％となっている。

➢ 平成25年及び平成30年調査の結果と比べると、「現在就労し
ている」が年々高くなり、「大人がみてくれているところで
遊ばせたい」は平成30年調査から4.4ポイント高くなっている。

放課後の居場所を提供する場所を提供する事業を利用している理由
（R5-H30-H25比較、R5上位6項目）

29.6 

21.2 

14.2 

12.8 

8.9 

8.1 

42.9

23.9 

18.8 

12.3 

11.8 

10.0 

9.0 

42.6

19.6 

17.6 

12.3 

8.1 

9.0 

12.9 

44.7

0 10 20 30 40 50

習い事（英語や習字など）

おやつなど補食の提供

指導内容を工夫する

施設や設備を改善する

朝の利用時間を延長する

夕方の利用時間を延長する

特になし

R5(n=3,234)

H30(n=3,304)

H25(n=2,319)

(%)

➢ 事業者に希望することは、「特になし」が42.9％で最も多いが、
希望することがある人では「習い事（英語や習字など）」が
29.6％で最も多く、次いで「おやつなど補食の提供」が21.2％、
「指導内容を工夫する」が14.2％と、年々高くなっている。

事業者に希望すること（ R5-H30-H25比較、 R5上位6項目）

※平成25年調査では、本質問項目なし

35.5 

32.3 

41.2 

43.3 

16.8 

11.7 

6.6 

12.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5(n=3,234)

H30(n=3,304)

76.7%

76.3 

54.1 

43.1 

24.8 

23.2 

19.4 

69.4 

49.7 

45.6 

25.8 

26.9 

19.6 

61.2 

57.8 

52.7 

23.5 

34.4 

23.6 

0 20 40 60 80 100

現在就労している

大人がみてくれているところで遊ばせたい

遊びやスポーツなどいろいろな活動ができる

利用料が適当である

こどもが希望した

異年齢のこどもと交流できる機会がほしい

R5(n=3,234)

H30(n=3,304)

H25(n=2,319)

(%)



地域のグループ活動やイベントの参加状況

➢ 参加したことがある活動については、「お祭り（盆踊りや区民まつり）などの地域に根ざした活動」が65.4.％で最も多く、次
いで「スポーツ活動」が22.8％、「子ども会活動」が17.9％、「ものづくりなどの体験学習活動」が16.5％となっているが、
いずれも平成25年及び平成30年調査より低くなっている。

➢ 今後参加させたい活動については、「スポーツ活動」が36.7％で最も多く、次いで「ものづくりなど体験学習活動」が34.9％、
「お祭り（盆踊りや区民まつり）などの地域に根ざした活動」が31.8%、「仕事・職業体験」が28.2％、「キャンプなどの野
外活動」が26.9％となっている。
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65.4 

22.8 

17.9 

16.5 

9.7 

7.2 

6.0 

3.9 

3.5 

1.4 

1.2 

0.6 

0.6 

22.7 

1.2 

70.7 

26.1 

27.3 

23.3 

13.5 

9.9 

8.6 

5.4 

5.7 

2.4 

4.8 

1.2 

0.7 

11.4 

10.4 

75.4 

27.8 

24.9 

19.8 

14.1 

12.1 

6.2 

5.3 

5.3 

3.5 

6.3 

0.9 

0.8 

13.3 

3.5 

0 20 40 60 80

お祭り（盆踊りや区民まつり）

などの地域に根ざした活動

スポーツ活動

子ども会活動

ものづくりなど体験学習活動

文化・芸術活動

キャンプなどの野外活動

仕事・職業体験

ボランティア活動

自然観察などの環境教育活動

リサイクル活動などの環境

分野での社会貢献活動

高齢者訪問などの社会福祉活動

ホームステイなどの国際交流や

多文化共生に関する活動

その他

参加したことがない

無回答

R5(n=5,262）

H30(n=5,359）

H25(n=4,771）

(%)

36.7 

34.9 

31.8 

28.2 

26.9 

21.7 

21.2 

20.6 

18.1 

15.1 

11.6 

8.4 

0.8 

26.5 

30.8 

31.3 

20.1 

28.6 

28.9 

20.9 

22.4 

24.3 

20.1 

13.4 

13.5 

12.2 

1.0 

33.1 

32.1 

33.4 

25.3 

26.7 

30.6 

20.0 

22.4 

21.7 

22.0 

17.0 

13.9 

13.3 

0.7 

25.3 

0 10 20 30 40

スポーツ活動

ものづくりなど体験学習活動

お祭り（盆踊りや区民まつり）

などの地域に根ざした活動

仕事・職業体験

キャンプなどの野外活動

文化・芸術活動

自然観察などの環境教育活動

ホームステイなどの国際交流や

多文化共生に関する活動

ボランティア活動

子ども会活動

リサイクル活動などの環境

分野での社会貢献活動

高齢者訪問などの社会福祉活動

その他

無回答

R5(n=5,262)

H30(n=5,359)

H25(n=4,771)

(%)

参加したことがある活動（R5-H30-H25比較） 今後参加させたい活動（R5-H30-H25比較）



子育て環境①
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➢ こどもの遊び場に関する満足度については、「満足している」が32.4％、「満足していない」が44.9％となっている。
➢ 平成25年及び平成30年調査の結果に比べ、「満足している」の割合が高くなっている。
➢ こどもの遊び場に日ごろ不満に感じていることについては、「雨の日に遊べる場所がない」が66.1％で最も多く、次いで「思
い切り遊ぶために十分な広さがない」が52.0％、「遊具などの種類が充実していない」が49.7％となっている。

32.4 

44.9 

21.6 

1.2 

29.2 

54.2 

14.4 

2.3 

20.5 

62.0 

16.0 

1.5 

0 20 40 60 80

満足している

満足していない

わからない

無回答

令和5年度調査(n=5,262)

平成30年度調査(n=5,359)

平成25年度調査(n=4,771)

こどもの遊び場に関する満足度（R5-H30-H25比較）

66.1 

52.0 

49.7 

37.3 

34.7 

23.6 

17.5 

15.4 

14.9 

7.1 

5.6 

3.5 

18.9 

0.0 

64.3 

55.7 

40.3 

37.7 

30.6 

20.4 

17.8 

19.5 

9.8 

7.4 

5.6 

2.4 

21.5 

0.1 

64.8 

54.7 

43.3 

35.8 

41.6 

23.9 

18.9 

24.6 

8.8 

8.7 

6.4 

3.4 

17.2 

0.3 

0 20 40 60 80

雨の日に遊べる場所がない

思い切り遊ぶために十分な広さがない

遊具などの種類が充実していない

遊び場周辺の道路を通行する自動車

が多く危険に感じることがある

緑や水辺などこどもが

自然にふれあう場が少ない

不衛生である（ゴミの不法投棄など）

近くに遊び場がない

遊び場やその周辺の環境が

悪くて安心して遊べない

遊具などの設備が古くて危険である

いつも閑散としていて寂しい感じがする

遊び場に行ってもこどもと同じ歳

くらいの遊び仲間がいない

遊び場の設備が、障がいがある人の

利用に配慮されていない

その他

無回答

R5(n=2,362)

H30(n=2,904)

H25(n=2,959)

こどもの遊び場に日ごろ不満を感じること（R5-H30-H25比較）

(%)

(%)
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➢ こどもが巻き込まれる事故や犯罪が増加していると感じるかについては、「感じる」が30.7％で、「感じない」が25.1％と
なっている。

➢ 平成25年及び平成30年調査の結果に比べると、「わからない」と「感じない」の割合が高くなり、「感じる」の割合が低く
なっている。

30.7 

39.6 

53.4 

25.1 

20.5 

17.5 

43.7 

37.8 

28.1 

0.6 

2.0 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和5年度調査

(n=5,262)

平成30年度調査

(n=5,359)

平成25年度調査

(n=4,771)

感じる 感じない わからない 無回答

➢ 子育てが地域の人や社会に支えられていると感じるかについては、「感じる」が61.2％、「感じない」が37.4％となって
いる。

➢ 平成30年調査の結果と比べると、「感じる」の割合が低くなっている。

61.2 

69.9 

61.2 

37.4 

27.7 

32.9 

1.4 

2.5 

6.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5(n=5,262)

H30(n=5,359)

H25(n=5,359)

感じる 感じない 無回答

こどもが巻き込まれる事故や犯罪が増加していると感じるか（R5-H30-H25比較）

子育てが地域の人や社会に支えられていると感じるか（R5-H30-H25比較）

子育て環境②



子育てについての楽しさや負担感の程度

➢ 子育てを楽しいと感じるかについては、「楽しいと感じる」が37.2％で最も多く、次いで「少し楽しいと感じる」が36.2％で、
両者をあわせた『楽しいと感じる』は73.4％となっている。

➢ 平成25年及び平成30年調査の結果と比べて、大きな差はみられない。
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➢ 子育てをつらいと感じるかについては、「どちらとも思わない」が30.0％で最も多く、次いで「あまりつらいと感じない」が
26.7％で、「つらいと感じない」（28.1％）と「あまりつらいと感じない」をあわせた『つらいと感じない』は54.8.％となっ
ている。

➢ 平成25年及び平成30年調査の結果に比べると、「少しつらいと感じる」と「つらいと感じる」をあわせた『つらいと感じる』
の割合が高くなっている。

28.1 

28.5 

31.6 

26.7 

27.9 

26.2 

30.0 

29.3 

27.9 

11.2 

9.3 

8.9 

3.3 

2.7 

2.5 

0.7 

2.2 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5
(n=5,262)

H30
(n=5,359)

H25
(n=4,771)

つらいと感じない あまりつらいと感じない どちらとも思わない 少しつらいと感じる

つらいと感じる
無回答

子育てを楽しいと感じるか（ R5-H30-H25比較）

子育てをつらいと感じるか（ R5-H30-H25比較）

37.2 

36.2 

35.8 

36.2 

37.7 

36.5 

19.9 

18.8 

19.9 

4.1 

4.0 

3.6 

1.9 

1.3 

1.6 

0.6 

2.0 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5
(n=5,262)

H30
(n=5,359)

H25
(n=4,771)

楽しいと感じる 少し楽しいと感じる どちらとも思わない 無回答

あまり楽しいと感じない

楽しいと感じない73.4%

54.8%

56.4%

57.8%

14.5%

12.0%

11.4%



子育てに関する悩み

➢ 子育てに関する悩みについては、「こどもの教育に関する
こと」が44.6％で最も多く、次いで「こどもの学力に関す
ること」が41.7％、「こどもの友達づきあい（いじめなど
を含む）に関すること」が35.6％となっている。
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44.6 

41.7 

35.6 

28.1 

25.0 

24.5 

18.2 

7.9 

5.4 

3.4 

2.2 

16.1 

0.6 

43.3 

39.3 

36.2 

23.1 

20.6 

21.7 

15.2 

6.0 

4.5 

1.4 

2.6 

15.6 

1.5 

45.9 

42.6 

44.9 

23.1 

20.1 

20.7 

14.5 

5.4 

2.5 

1.6 

3.9 

7.5 

0 10 20 30 40 50

こどもの教育に関すること

こどもの学力に関すること

こどもの友達づきあい（いじめ

などを含む）に関すること

病気や発育・発達に関すること

食事や栄養に関すること

こどもと過ごす時間が十分

取れないこと

こどもとの接し方に自信が

持てないこと

障がいに関すること

子育てのことが

よくわからないこと

こどもの不登校など

その他

特にない

無回答

R5(n=5,262)

H30(n=5,359)

H25(n=4,771)

(%)

子育てに関する悩み（R5-H30-H25比較）

➢ 子育てに関する保護者自身の悩みについては、「子育てにか
かる出費がかさむこと」が43.0％で最も多く、次いで「仕事
との両立が難しいこと」が28.8%、「自分のやりたいことな
ど自分の時間が十分取れないこと」が28.0%、「子育てのス
トレスなどからこどもにきつくあたってしまうこと」が
26.9％となっている。

保護者に関する悩み（R5-H30-H25比較）

43.0 

28.8 

28.0 

26.9 

23.1 

20.0 

16.7 

11.6 

11.5 

5.9 

5.4 

2.3 

18.3 

1.0 

36.3 

22.5 

25.0 

28.4 

18.9 

17.5 

18.3 

9.8 

11.1 

6.1 

3.9 

3.4 

20.2 

2.7 

38.3 

19.7 

20.8 

24.4 

12.9 

17.6 

15.0 

7.7 

9.6 

6.8 

3.6 

3.9 

7.5 

0 10 20 30 40 50

子育てにかかる出費がかさむこと

仕事との両立が難しいこと

自分のやりたいことなど自分の

時間が十分取れないこと

子育てのストレスなどからこどもに

きつくあたってしまうこと

子育てによる身体の疲れが大きいこと

住居が狭いこと

子育てに関して配偶者・

パートナーの協力が少ないこと

配偶者・パートナー以外に子育て

を手伝ってくれる人がいないこと

配偶者・パートナーと子育て

に関して意見が合わないこと

自分の子育てについて、周り

の人の目が気になること

子育てに関して話し相手や

相談相手がいないこと

その他

特にない

無回答

R5(n=5,262)

H30(n=5,359)

H25(n=4,771)

(%)



仕事と子育てを両立させる上で大変なこと

➢ 仕事と子育てを両立させる上で大変なことは、「病気やけがをした時に代わりにこどもをみてくれる人がいないこと」が54.6％で最も多く、次いで
「こどもと接する時間が少ないこと」が38.5％、「残業や出張が入ること」が28.7％となっている。

➢ 平成25年及び平成30年調査の結果と比べ、「病気やけがをした時に代わりにこどもをみてくれる人がいないこと」、「こどもと接する時間が少ないこ
と」、「残業や出張が入ること」の割合が高くなっている。

➢ 仕事と生活の調和が図られていると感じるかは、「まあまあ感じる」が48.2％で最も多く、「感じる」（13.7％）をあわせた『感じる』は61.9％と
なっている。
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54.6 

38.5 

28.7 

17.4 

10.1 

9.0 

4.3 

3.0 

2.4 

9.1 

5.4 

47.4 

35.4 

23.1 

18.6 

11.0 

8.9 

4.1 

3.6 

2.8 

8.8 

14.2 

43.3 

31.8 

18.5 

14.6 

12.0 

10.8 

4.3 

2.9 

2.4 

9.2 

11.5 

0 10 20 30 40 50 60

病気やけがをした時に代わりに

こどもをみてくれる人がいないこと

こどもと接する時間が少ないこと

残業や出張が入ること

配偶者・パートナーの協力が得られないこと

職場に子育てを支援する制度がないこと

職場の理解や協力が得られないこと

こどもの面倒をみてくれる放課後の

居場所などがみつからないこと

こどものほかに面倒をみなければ

ならない人がいること

家族や親せきの理解が得られないこと

その他

無回答

令和5年度調査

(n=5,262)

平成30年度調査

(n=5,359)

平成30年度調査

(n=4,771)

(%)

仕事と子育てを両立させる上で大変なこと（R5-H30-H25比較）

13.7 

12.6 

48.2 

49.8 

20.5 

18.2 

7.4 

6.1 

9.2 

10.5 

1.0 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5(n=5,262)

H30(n=5,359)

感じる まあまあ感じる あまり
感じない

感じない
わからない

無回答

仕事と生活の調和が図られていると感じるか（R5-H30比較）

※平成25年調査では、本質問項目なし

61.9%



行政に対して充実を図ってほしい子育てに関する支援策
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➢ 行政に対して充実を図ってほしい子育てに関する支援策は、「親子が安心して集まれる公園などの屋外の施設を整備する」が53.2％で最も多く、次い
で「育児休業給付の拡充などの子育て世帯への経済的援助の拡充」が51.0％、「小児救急等安心してこどもが医療機関を利用できる体制を整備する」
が46.6％となっている。

➢ 平成25年及び平成30年調査の結果に比べ、 「親子が安心して集まれる公園などの屋外の施設を整備する」と「親子が安心して集まれる保育所や幼稚園
の運動場の開放を増やす」の割合が高くなっている。

行政に対して充実を図ってほしい子育てに関する支援策（R5-H30-H25比較）

53.2 

51.0 

46.6 

40.8 

37.3 

35.4 

26.7 

23.5 

22.3 

18.5 

18.1 

15.5 

15.5 

12.4 

10.3 

9.9 

8.0 

5.8 

4.9 

4.3 

0.7 

51.7 

45.7 

44.4 

36.6 

41.7 

31.1 

25.7 

24.4 

18.2 

16.2 

16.7 

13.2 

18.9 

10.8 

9.6 

9.1 

8.6 

5.0 

4.5 

3.5 

3.1 

48.3 

56.3 

57.6 

43.1 

24.3 

24.0 

15.5 

11.6 

11.3 

11.2 

19.0 

9.7 

6.9 

11.4 

4.7 

2.8 

4.1 

2.7 

1.9 

0 20 40 60 80

親子が安心して集まれる公園などの屋外の施設を整備する

育児休業給付の拡充などの子育て世帯への経済的援助の拡充

小児救急等安心してこどもが医療機関を利用できる体制を整備する

こどもの居場所として学力向上のために学習支援事業を充実する

こどもの安全を確保する対策を充実する

親子が安心して集まれるつどいの広場などの屋内の施設を整備する

こどもの一時預かりなどのサービスを充実する

子連れも安心して出かけられる子育てのバリアフリー化に取り組む

子育て支援に関する情報提供を充実する

子育てに困ったときの相談体制を充実する

親子が安心して集まれる保育所や幼稚園の運動場の開放を増やす

こどもの居場所としてこども食堂等食事提供がある事業を充実する

保育所などこどもを預ける施設を増やす

気軽に利用できるＮＰＯ等の子育て支援サービスに対して支援する

親子教室の開催回数の増加と内容の充実を図る

市営住宅の優先入居など住宅面での配慮や支援に取り組む

子育ての講座など子育てについて学べる機会をつくる

子育てサークル活動への支援を充実する

その他

特になし

無回答

令和5年度調査(n=5,262)

平成30年度調査(n=5,359)

平成25年度調査(n=4,771)

(%)

平成25年度調査項目なし

平成25年度調査項目なし
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大阪市こども・若者育成支援に関する若者意識調査結果について

◆調査方法と回収状況

実施調査 大阪市こども・若者育成支援に関する若者意識調査

対象者
市内に在住する15歳から39歳までの若者

住民基本台帳等から無作為抽出した12,000人

調査方法 調査対象者に調査票を郵送により配付し、郵送及びWEBで回収。

調査期間 平成5年11月30日～12月27日

回収状況

有効回答数 2,655人（有効回答率 22.1％）

【内訳】郵送：1,170人（ 9.7%）、WEB：1,485人（12.4%）

（平成30年調査）調査対象数 5,000人
有効回答数 1,126人（有効回答率 22.5％）
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➢ 回答者の性別は、「男性」が39.1％、「女性」が60.3％となっている。

回答者のプロフィール

➢ 回答者の年齢は、「35～39歳」が27.6％で最も多く、次いで「30～34歳」が24.0％、「25～29歳」が21.3％となっている。

12.5 

10.3 

12.5 

13.1 

14.5 

13.5 

19.8 

22.6 

21.3 

26.5 

24.0 

24.0 

27.3 

26.0 

27.6 

0.7 

2.7 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25(n=2,154)

H30(n=1,126)

R5(n=2,655)

15～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 無回答
回答者の年齢（R5-H30-H25比較）

回答者の性別（R5-H30-H25比較）

➢ 回答者の職業は「正社員」が52.5％で最も多く、次いで「学生・浪人・予備校生」が16.3％、「パート・アルバイト・内職」が13.0％となっている。
➢ 平成25年及び平成30年調査と比べ、「正社員」が増えている。

52.5 

16.3 

13.0 

5.3 

4.3 

3.7 

2.3 

2.3 

0.2 

47.6 

15.1 

13.9 

8.3 

7.1 

3.0 

2.3 

2.0 

0.6 

39.3 

17.0 

13.5 

12.0 

7.7 

4.7 

3.3 

2.0 

0.7 

0 10 20 30 40 50 60

正社員

学生・浪人・予備校生

パート・アルバイト・内職

家事専業者

派遣・契約社員、嘱託職員

自営業（自営業主あるいは家族従業員）

無職（求職活動をしている）

無職（特に求職活動はしていない）

無回答

R5(n=2,655)

H30(n=1,126)

H25(n=2,154)

回答者の職業（R5-H30-H25比較）

若者の状況

（％）

37.9 

36.1 

39.1 

61.6 

63.2 

60.3 

0.0 

0.1 

0.5 

0.5 

0.5 

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25(n=2,154)

H30(n=1,126)

R5(n=2,655)
無回答

男性 その他女性

※平成25年調査では、30～34歳、35～39歳の区分がない。30～39歳は53.9%
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➢ 回答者の同居者は、「配偶者（事実婚のパートナーを含む）」が
43.8％で最も多く、次いで「親」が32.7％、「自身のこども」が
30.2％となっている。

43.8 

32.7 

30.2 

16.3 

3.6 

2.3 

0.8 

0.4 

0.2 

17.7 

0.1 

45.9 

33.9 

30.6 

16.0 

2.8 

2.8 

0.5 

0.2 

0.8 

15.6 

0.6 

44.2 

40.1 

32.9 

22.0 

1.5 

4.1 

0.8 

0.9 

12.5 

0.5 

0 10 20 30 40 50

配偶者（事実婚のパートナーを含む）

親

自身のこども

きょうだい

恋人

祖父または祖母

友人、ルームメイト

親せき

その他の人

一人で暮らしている

無回答

R5(n=2,655)

H30(n=1,126)

H25(n=2,154)

(%
)

同居者（R5-H30-H25比較）

若者の状況

➢ 朝食の摂取状況は、「毎日食べる」が58.1％で最も多く、次いで
「ほとんど食べない」が16.3％、「週に5～6回食べる」が10.4％と
なっている。

58.1 

60.1 

62.4 

10.4 

10.1 

9.0 

8.5 

9.3 

7.9 

6.6 

4.9 

5.1 

16.3 

15.0 

14.6 

0.0 

0.5 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5(n=2,655)

H30(n=1,126)

H25(n=2,154)

毎日食べる
週に5～6回

食べる

週に3～4回食べる

週に1～2回食べる

ほとんど
食べない

無回答

朝食の摂取状況（R5-H30-H25比較）

➢ 現在またはこの1年以内に参加している活動については、「何もしたことがない」が73.4％で最も多い。
➢ 平成25年及び平成30年調査の結果と比べると、「何もしたことがない」の割合が高くなっている。

73.4 

9.7 

7.7 

3.9 

2.9 

71.0 

10.2 

7.8 

4.7 

4.7 

62.5 

12.0 

13.7 

6.5 

5.0 

0 20 40 60 80

何もしたことがない

スポーツ活動

祭・運動会など地域のイベント

文化・芸術活動（音楽・ダンス等）

町内会、青年団体などの係や役員活動

R5(n=2,655)

H30(n=1,126)

H25(n=2,154)

(%)

参加している活動（R5-H30-H25比較）上位５つ
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➢ ふだんの外出については、「仕事や学校で平日は毎日外出する」が
73.6％で最も多い。また、「普段は家にいるが、自分の趣味に関する用
事のときだけ外出する」、「普段は家にいるが、近所のコンビニなどに
は出かける」、「自室からは出るが、家からは出ない」、「自室からは
ほとんど出ない」をあわせた『普段は家にいる』は7.9％となっている。

外出の習慣

➢ 「普段は家にいる」と回答した人に、その状態になった年数をたずね
ると、「１年～２年未満」が16.3％で最も多く、次いで「３年～５年
未満」が15.8％、「６か月～１年未満」が14.4％となっている。また、
６か月以上続いている人は77.7％となっている。

➢ 「現在の状況が６か月以上続いている」と回答した人に、そう
なった頃の年齢をたずねると、「25歳～29歳」が28.4％で最も多
く、次いで「20歳～24歳」が21.0％、「30歳～34歳」が17.9％、
「35歳～39歳」が17.3％となっている。

3.1 

9.9 

21.0 

28.4 
17.9 

17.3 

2.5 

0 5 10 15 20 25 30

14歳以下

15歳～19歳

20歳～24歳

25歳～29歳

30歳～34歳

35歳～39歳

無回答
(n=162)

10.0 

10.5 

14.4 

16.3 

9.1 

15.8 

7.2 

4.8 

7.2 

2.9 

0.0 

0.0 

0.0 

1.9 

0 5 10 15 20

3カ月未満

3カ月～6カ月未満

6カ月～1年未満

1年～2年未満

2年～3年未満

3年～5年未満

5年～7年未満

7年～10年未満

10年～15年未満

15年～20年未満

20年～25年未満

25年～30年未満

30年以上

無回答

（n=209）

73.6 

12.1 

3.0 

3.2 

3.9 

3.2 

0.6 

0.2 

0.3 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

仕事や学校で平日は毎日外出する

仕事や学校で週に３～4日外出する

遊び等で頻繁に外出する

人づきあいのためにときどき外出する

普段は家にいるが、自分の趣味に

関する用事のときだけ外出する

普段は家にいるが、近所の

コンビニなどには出かける

自室からは出るが、家からは出ない

自室からほとんど出ない

無回答

(n=2,665)

7.9%

普段から家にいる状態となった年数（R5）
外出の習慣（R5）

普段から家にいる状態が続くようになった年齢（R5）

新

77.7%



若者の考え
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➢ 悩みや心配ごとの有無については、「ある」が68.7％、「ない」が30.4％となっている。
➢ 悩みや心配ごとがあると回答した人に、その内容をたずねると、「将来の生活のこと」が64.3％で最も多く、次いで「お金のこと」が57.4％、「就職

や仕事のこと」が54.3％となっている。

77.2 

77.3 

68.7 

20.3 

20.7 

30.4 

2.5 

2.0 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25(n=2,154)

H30(n=1,126)

R5(n=2,655)

ある ない 無回答

64.3 

57.4 
54.3 

35.1 

33.2 

21.0 

17.5 

16.6 

11.8 

11.8 

6.4 

2.8 

0.7 

62.5 

51.5 

54.6 

38.0 

25.6 

10.1 

15.2 

16.8 

11.8 

12.5 

3.9 

3.1 

0.8 

66.1 

51.5 

52.3 

39.7 

25.8 

12.1 

15.6 

15.7 

12.0 

12.0 

7.1 

4.1 

0.1 

0 10 20 30 40 50 60 70

将来の生活のこと

お金のこと

就職や仕事のこと

家族のこと

健康や病気のこと

政治や社会のこと

容姿のこと

性格のこと

勉強や進学のこと

恋人のこと

友人のこと

その他

無回答

R5(n=1,825)

H30(n=1,825)

H25(n=1,662)

悩みや心配ごとの内容（R5-H30-H25比較）悩みや心配ごとの有無（R5-H30-H25比較）

➢ 社会や地域の人のために役に立ちたいと思うかについては、「まあ
そう思う」が45.5％で最も多く、次いで「そう思う」が22.3％で、
両者をあわせた67.8％が社会や地域の人のために役に立ちたいと考
えている。

➢ 平成30年調査の結果と比べると、「そう思う」と「まあそう思う」
をあわせての『そう思う』の割合に大きな変化はみられない。（平
成30年：69.6％、令和5年：67.8％）

22.3 

23.6 

45.5 

46.0 

15.1 

15.3 

7.0 

5.2 

9.3 

8.3 

0.9 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5(n=2,655)

H30(n=1,126)

➢ 将来の夢の有無については、「ぼんやりとしたものだが将来の夢が
ある」が36.5％で最も多く、次いで「将来の夢がある」が22.0％で、
両者をあわせた58.5％が『将来の夢がある』と回答している。

➢ 平成30年調査の結果と比べると、「将来の夢がある」と「ぼんやり
としたものだが将来の夢がある」をあわせての『将来の夢がある』
の割合が低くなっている。（平成30年：60.4％、令和5年：58.5％ ）

22.0 

21.6 

36.5 

38.8 

20.2 

15.1 

19.5 

15.6 

1.8 

8.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5(n=2,655)

H30(n=1,126)

そう思う まあそう思う あまりそう
思わない 無回答

そう思わない

わからない

将来の夢がある
ぼんやりとしたもの
だが将来の夢がある

以前は将来の夢があったが今はない

将来の夢はまだない

無回答

社会や地域の人のために役に立ちたいと思うか（R5-H30比較）
将来の夢の有無（R5-H30比較）

(%)

60.4％

58.5％ 67.8％

69.6％



メディア利用
➢ 情報入手時によく利用するものについては、「携帯電話・スマート

フォン」が91.6％で最も多く、次いで「テレビ・ラジオ」が52.7％、
「パソコン」が30.8％となっている。

➢ 平成25年及び平成30年調査の結果と比べると、「テレビ・ラジオ」
と「パソコン」の割合が低くなり、「携帯電話・スマートフォン」
の割合が高くなっている。
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91.6 

52.7 

30.8 

25.2 

17.4 

88.9 

66.4 

33.7 

24.2 

15.3 

78.3 

76.9 

59.8 

27.3 

25.0 

0 20 40 60 80 100

携帯電話・スマートフォン

テレビ・ラジオ

パソコン

本（読書・書籍）

口コミ・伝聞

R5(n=2,655)

H30(n=1,126)

H25(n=2,154)

情報入手時によく利用するもの（R5-H30-H25比較）上位５つ

➢ 利用したことのあるインターネットサービスについては、「LINE・チャッ
ト・掲示板・メーリングリスト」が88.9％で最も多く、次いで「動画・音
楽の視聴」が86.1％、「ネットショッピング」が82.0%となっている。

➢ 平成25年及び平成30年調査の結果と比べると、「出会い系サイト・マッチ
ングアプリ」の割合がかなり高くなっている。

88.9 

86.1 

82.0 

75.2 

72.7 

70.2 

62.8 

62.4 

52.9 

36.4 

24.9 

22.6 

1.2 

0.6 

83.9 

81.5 

79.2 

79.4 

72.6 

68.7 

69.4 

58.9 

45.7 

41.7 

30.3 

8.7 

0.4 

0.1 

59.7 

66.0 

72.7 

80.6 

70.0 

57.8 

77.0 

61.4 

37.7 

44.2 

30.5 

4.2 

0.8 

1.2 

0 20 40 60 80 100

LINE・チャット・掲示板・メーリングリスト

動画・音楽の視聴

ネットショッピング

ニュース

ブログ・Facebook・プロフ・個人のホームページ

チケットの予約・購入

Ｅメール

企業や団体のホームページ

オンラインゲーム

メールマガジン

ネットオークション

出会い系サイト・マッチングアプリ

その他

利用したことがない

R5(n=2,655)

H30(n=1,126)

H25(n=2,154)

➢ 普段一緒に遊んだり連絡することが多い人について、平成30年調査の結果と比べると、「インターネットやSNSで知り合った友人」の割合が高くなっ
ている。（平成30年：8.1％、令和5年：11.2％）

11.2 

8.1 

4.9 

0 2 4 6 8 10 12

R5(n=2,655)

H30(n=1,126)

H25(n=2,154)

インターネットやSNS（H25：携帯）で知り合った友人（R5-H30-H25比較）

10.5 

12.1 

1

11.3 

11.0 

0 2 4 6 8 10 12

30～39歳(n=1,371)

15～29歳(n=1,257)

女性(n=1,601)

男性(n=1,039)
（性別）

（年齢別）

(%)

(%)

利用したことのあるインターネットサービス（R5-H30-H25比較）

インターネットやSNSで知り合った友人（R5）性別・年齢別

(%)

(%)



➢ 社会生活や日常生活を円滑に送ることができていなかった経験については、「なかった」が29.8％で最も多く、次いで「どちらかといえばなかっ
た」が26.3％、「あった」が23.7％となっている。「あった」と「どちらかといえばあった」をあわせて37.1％が『経験があった』と回答している。

➢ 平成30年調査の結果と比べると、「あった」と「どちらかといえばあった」をあわせた『経験があった』の割合が高くなっている。（平成30年：
35.6％、令和5年：37.1％）
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社会生活や日常生活を円滑に送ることができていなかった経験

23.7 

22.5 

25.1 

13.4 

13.1 

21.3 

26.3 

26.9 

19.0 

29.8 

28.2 

28.9 

5.5 

3.8 

4.9 

1.3 

5.5 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5(n=2,655)

H30(n=1,126)

H25(n=2,154)

あった どちらかといえばなかった

どちらかといえばあった

なかった

わからない、答えられない

無回答

37.1%

社会生活や日常生活を円滑に送ることができていなかった経験（R5-H30-H25比較）

➢ 社会生活や日常生活を円滑に送ることができていなかった経験
があったと回答した人に、その最大の原因についてたずねると、
「不登校」が16.2％で最も多く、次いで「ニート」が7.4％、
「ひきこもり」が5.3％となっている。また、「わからない」
が28.4％を占めている。

➢ 平成25年及び平成30年調査の結果と比べ、「不登校」の割合
が高くなっている。

➢ 社会生活や日常生活を円滑に送ることができていなかった理由のうち、
学校に関することでは、「特にない」が33.4％で最も多く、次いで「い
じめられたから」が23.6％、「先生や友達との関係が悪かったから」が
20.7％となっている。

社会生活や日常生活を円滑に送ることができていなかった最大の原因
（R5-H30-H25比較）

23.6 

20.7 

20.4 

11.8 

6.1 

3.7 

3.5 

1.1 

1.1 

5.4 

33.4 

5.2 

3.3 

19.0 

17.5 

18.7 

7.2 

7.5 

6.2 

4.7 

1.2 

0.7 

3.7 

31.4 

7.7 

7.0 

9.4 

8.8 

6.2 

3.6 

1.8 

2.0 

1.6 

0.7 

0.1 

4.8 

32.6 

9.1 

33.3 

0 10 20 30 40

いじめられたから

先生や友達との関係が悪かったから

学校が嫌いだったから

成績が悪かったから

高校、大学、短大、高専、専門学校を中退したから

不本意な入学をしたから

大学受験に失敗したから

高校受験に失敗したから

中学受験に失敗したから

その他

特にない

わからない

無回答

R5(n=986)

H30(n=401)

H25(n=2,154)4.6 

9.0 

7.4 

4.3 

6.2 

5.3 

5.7 

14.5 

16.2 

1.8 

2.0 

2.7 

17.0 

34.9 

38.0 

26.1 

31.4 

28.4 

41.9 

2.0 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25(n=2,154)

H30(n=401)

R5(n=986)

不登校

ひきこもり

ニート

高校中退

その他 わからない 無回答

（％）
社会生活や日常生活を円滑に送ることができていなかった理由のうち
学校に関すること（R5）

35.6%
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➢ 働く目的については、「生活のため」が85.4％で最も多く、次いで「経済的・社会的な自立のため」が40.6％、「やりがいや生きがいを得る
ため」が32.2％、「自分自身を成長させるため」が30.3％となっている。

➢ 平成25年及び平成30年調査の結果と比べると、「生活のため」（85.4%）と「経済的・社会的自立のため」（40.6%）の割合が高くなっている
一方で、「やりがいや生きがいを得るため」（32.2%）や「自分自身を成長させるため」（30.3%）及び「自分の才能や能力を生かすため」
（18.6%）の割合が低くなっている。

➢ 職業に対する考えについては、「私生活を犠牲にしてまで、仕事に打ち込むつもりはない」が56.2％で最も多く、次いで「働かないで暮らしていけ
るだけのお金があれば働かずに暮らしたい」が44.5％となっている。

➢ 平成25年及び平成30年調査の結果と比べると、「私生活を犠牲にしてまで、仕事に打ち込むつもりはない」と「働かないで暮らしていけるだけのお
金があれば働かずに暮らしたい」の割合が高くなっている一方で、「やりがいのある仕事について頑張るのは人間にとって大事なことだ」と「学校
を卒業したら、早く就職して、親から経済的に自立すべきだ」の割合が低くなっている。

仕事・結婚①

85.4 

40.6 

32.2 

30.3 

18.6 

79.2 

37.2 

34.7 

33.1 

20.2 

85.1 

39.1 

35.6 

41.0 

19.9 

0 20 40 60 80 100

生活のため

経済的・社会的な自立のため

やりがいや生きがいを得るため

自分自身を成長させるため

自分の才能や能力を生かすため

R5(n=2,655)

H30(n=1,126)

H25(n=2,154)

働く目的（R5-H30-H25比較）上位５つ

56.2 

44.5 

38.5 

34.3 

31.5 

48.0 

35.6 

46.0 

35.2 

38.6 

46.2 

34.8 

62.0 

38.7 

49.2 

0 10 20 30 40 50 60 70

私生活を犠牲にしてまで、仕事に打ち込むつもりはない

働かないで暮らしていけるだけのお金があれば働かずに暮らしたい

やりがいのある仕事について頑張るのは人間にとって大事なことだ

年齢や勤続年数よりも、能力や実績で地位や給与が決まる方がよい

学校を卒業したら、早く就職して、親から経済的に自立すべきだ

R5(n=2,655)

H30(n=1,126)

H30(n=2,154)

(%)

職業に対する考え
（R5-H30-H25比較）上位５つ

(%)
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➢ 結婚の有無については、「結婚したことがない」が52.3％で最も多く、次いで「結婚している」が43.8％、「結婚したことがあるが、今はそうで
はない（離婚または死別した）」が2.7％となっている。

➢ 結婚したことがないと回答した人に、今後の結婚についてたずねると、全体で「結婚したい」が52.5％で最も多く、「結婚したくない」が14.0％
となっており、「わからない」が33.1%を占めている。平成30年調査の結果と比べると、「結婚したい」の割合が低くなっている。

➢ 性別でみると、「結婚したくない」は、男性（11.6％）より女性（15.7％）のほうが4.1ポイント高くなっている。
➢ 年齢別でみると、「結婚したい」は30～39歳（42.9％）より15～29歳（56.6％）のほうが13.7ポイント高く、「結婚したくない」は15～29歳

（11.3％）より30～39歳（21.1％）のほうが9.8ポイント高くなっている。

仕事・結婚②

44.4 

43.0 

43.8 

3.6 

2.1 

2.7 

49.5 

46.4 

52.3 

2.5 

8.4 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25(n=2,154)

H30(n=1,126)

R5(n=2,655)

結婚している

結婚したことはあるが、今はそうではない
（離婚または死別した）

結婚したことがない 無回答

結婚の有無（R5-H30-H25比較）

52.5 

62.0 

67.7 

14.0 

10.5 

7.5 

33.1 

27.0 

23.9 

0.4 

0.6 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5(n=1,388)

H30(n=523)

H25(n=1,066)

結婚したい 結婚したくない わからない 無回答

53.1 

52.5 

56.6 

42.9 

11.6 

15.7 

11.3 

21.1 

35.0 

31.4 

31.8 

35.5 

0.3 

0.4 

0.3 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

(n=603)

女性

(n=773)

15～29歳

(n=977)

30～39歳

(n=403)

結婚したい 結婚したくない わからない 無回答

今後の結婚意向（全体）
（R5-H30-H25比較）

今後の結婚意向（性別・年齢別）

59.7 

63.7 

65.2 

53.1 

13.6 

8.3 

8.5 

15.4 

26.2 

27.4 

25.8 

30.8 

0.5 

0.6 

0.5 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

(n=206)

女性

(n=314)

15～29歳

(n=365)

30～39歳

(n=143)

結婚したい 結婚したくない わからない無回答
H30R5
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➢ こどもをもつことについては、「こどもをもちたいと思う」が67.2％で最も多く、次いで「わからない」が18.3％、「こどもをもちたいと思わな
い」が13.9％となっている。

➢ 平成25年及び平成30年調査の結果と比べると、「こどもをもちたいと思う」の割合が減少し、「こどもをもちたいと思わない」の割合が増加して
いる。

➢ 「こどもをもちたいと思う」と回答した人に、その理由をたずねると、
「こどもがいると生活が楽しく心が豊かになるから」が81.3％で最も多
く、次いで「好きな人のこどもをもちたいから」が42.1％、「結婚して
こどもをもつことは自然なことだから」が20.5％、「こどもは将来の社
会の支えとなるから」が19.3％となっている。

こどもをもつことの意向

こどもをもつことの意向（R5-H30-H25比較）

67.2 

76.2 

77.9 

13.9 

8.8 

6.5 

18.3 

14.3 

10.7 

0.6 

0.7 

4.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R5(n=2,655)

H30(n=1,126)

H25(n=2,154)

こどもをもちたいと思う
こどもをもちたいと思わない

わからない 無回答

81.3 

42.1 

20.5 

19.3 

11.6 

10.0 

8.5 

5.4 

5.0 

0.2 

80.9 

46.9 

29.6 

26.5 

16.1 

15.4 

10.6 

5.8 

3.8 

0.1 

80.1 

49.9 

37.0 

23.1 

16.7 

15.1 

15.2 

4.9 

5.5 

0.7 

0 20 40 60 80 100

こどもがいると生活が楽しく

心が豊かになるから

好きな人のこどもをもちたいから

結婚してこどもをもつことは

自然なことだから

こどもは将来の社会の支えとなるから

こどもは夫婦関係を安定させるから

交際相手、夫や妻、あるいは親など

周囲が望むから

こどもは老後の支えになるから

こどもをもつことで周囲から

認められるから

その他

無回答

R5(n=1,783)

H30(n=858)

H25(n=1,678)

➢ 「こどもをもちたいと思わない」と回答した人に、その理由をた
ずねると、「育児の心理的・肉体的負担が増えるから」が63.5％で
最も多く、次いで「子育てや教育にお金がかかるから」が61.6％、
「こどもがのびのび育つ社会環境ではないと思うから」が43.5％、
「自分や夫婦の自由な時間が減るから」が39.5％となっている。

63.5 

61.6 

43.5 

39.5 

22.2 

27.0 

0.0 

57.6 

52.5 

38.4 

37.4 

21.2 

28.3 

0.0 

47.1 

40.7 

34.3 

32.1 

19.3 

25.7 

4.3 

0 20 40 60 80 100

育児の心理的・肉体的負担が

増えるから

子育てや教育にお金がかかるから

こどもがのびのび育つ社会環境

ではないと思うから

自分や夫婦の自由な時間が減るから

自分の仕事に差しつかえるから

その他

無回答

R5(n=370)

H30(n=99)

H25(n=140)

こどもをもちたいと思う理由（R5-H30-H25比較） こどもをもちたいと思わない理由（R5-H30-H25比較）
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➢ こどもの健全育成のために優先して実施すべき施策については、「こどものいじめ防止に関する取組み」が69.6％で最も多く、次い
で「こどもの興味・関心のある分野の担い手から学び体験をする活動」が49.3％、「こどもが身近な地域で多様な実体験ができる活
動」が39.4％となっており、平成25年及び平成30年調査の結果と比べると、その割合は高くなってきている。

➢ 将来ずっと大阪市に住んでいたいかについては、「住んでいたい」が49.2％で最も多く、「移り住みたい」は13.3％となっている。
➢ 平成25年及び平成30年調査の結果と比べると、大きな差はみられない。

こどもの健全育成のために優先して実施すべき施策等

69.6 

49.3 

39.4 

38.9 

25.0 

16.3 

12.6 

10.2 

1.1 

63.9 

47.9 

37.1 

44.3 

30.6 

17.8 

12.5 

12.8 

3.7 

49.5 

30.5 

25.6 

27.4 

26.8 

8.1 

8.2 

7.9 

3.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

こどものいじめ防止に関する取組み

こどもの興味・関心のある分野の担い手から学び体験をする活動

こどもが身近な地域で多様な実体験ができる活動

こどもの非行防止に関する取組み

こどもが野外活動体験をする機会の提供

地域において、こどもや青少年の健全育成活動に取り組む担い手の育成

こどもを対象とした舞台芸術活動・鑑賞

地域における有害な環境（有害図書等）を浄化する活動

無回答

R5(n=2,655)

H30(n=1,126)

H25(n=2,154)

こどもの健全育成のために優先して実施すべき施策
（R5-H30-H25比較）

49.2 

50.4 

49.2 

13.3 

16.3 

13.3 

2.1 

3.1 

2.1 

34.8 

29.9 

34.8 

0.5 

0.3 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5
(n=2,655)

H30
(n=1,126)

H25
(n=2,655)

住んでいたい 移り住みたい その他 わからない 無回答

大阪市の継続居住意向（R5-H30-H25比較）

(%)


